
第　9　号

弓さ行　H nE71iI159Ll'7日10日

貼り_発行

北海が子F糾'TL'1. j拙細献花合

札掛桝】央r元r手i7菜lFq8 Hl

(ikLEHl通り)

I EL　(011) T)12-1615

f-lJ tSIJ所

忙梅迫さか/l.し印刷所

僻和59年 盛夏号

第7回総会報告特集
医療保険改悪阻止特集(3)

北海道腎バンク発足､キャラバン､キャンペーン計画

ヽJ

メ.jJj./ ･ふ.I,(ミ二..I.A_-I;

㌔

/jtjf

■

4.I;ヶ:iJd;

を･ ･ Pt::::., ･ ･.::;''qil;'';読

叫汁

A■

I

ヽ . L*lぅI

･‥･･ゼ･''JfT'':I 'i･ :h J

北海道の秀峰､羊蹄山を望む

北海道腎臓病患者連絡協議会



患者さんとの座談会から(その1)
-Jq-------------lL-----

十t性腎不全治療のひとつとL.T注

目をあぴているトラペ/-ルCAPD

システムは今､国内でも急速に広ま

りつつかはすもトラベノ｣ルは世界

で初めてCAPD療法をシステムと

して開発､供給して以来ますます医

師､看護婦､患者さん-の支操体

制を充実させ､すでに7年以上の経

験をもっておりまも国内でも全国各

地で多数の方々かミトラベノールCA

PDシステムで元気に社会復IJS L.T

いらっしゃいまもそこでrCAPDレポ

Ihと堰しこトラ-こノールCAPDシ

ステムを専入されている患者さんお

よび旭当医の方々を訪ねレポート

としてお届けしまも今回は川崎市の

医療法人財団石心会川崎幸(さ
いわい)病院を訪問しCAPD患者

さんと前田婦長さん､担当医でもあ

る小野院長先生にお階を伺いまし

た｡お吉割ま座談会からの抜粋でT.

く^Liん)偶の城介は職域との油勤のIrnJでCAPDt:iJt

めれた｡ zIlt･仲通折ですと､ †如†すごく城れるんです1｡1=

とえばバスに来ろうとしでL乗れない化TJ:んです.CAPr)l:

桝TしてIM射二IJ:ってイj ･Jlt,でき､今は本当に災かっfJ

とul･いま1.でt'CAPDl:移行するF糾二はトyフ./<ッタlIJ

とィ､'tETJから､∫.伽Iが始めてその様-(をみてからC^PD

に移ろうとIL'､っ1このが本心で1.仙招透析のときは輔院に

まかせてしまうので仙l三がドがったりなどのトラブルがあ

るの1--日JJTのこととLて考えていないことがある人で1. Lかし

CAPDをやっていると.自己符PRが人U)ですかL,ち1つとし

たことでHlt越的に考えま1.その辺が血液透析と過ったC

^PDに)･げろiuけちの差でLjうか｡

･UL/LJ　私はLh浪速桝からCAPDlこ移って5ヵ川こなり

iLf=Qカテ-テルのJll!込み7-Wlのとき7;裾的さんにi.1し

てはずかLかっf_'ことを映川T､とて帆ImでIo (芙) C^PI)

が札にはとても食ってい1ごのでLlうわ｡

～(-こL/'t}　本当のことを._Tうと､札ははじめC^PDがいやで

L7=｡やっぱbお仙=穴i･あけるのがとで1,忠か-,1=ですか

i,Dでt･CAPDl:Llこおかけてこ血繊速断のとき食べL,れ

なかっ1二女rJiカT.とでt'よく食べられるようt:なりmIこ｡CA

Pr)は山JJll人がrJ分のことを･TrJIEJlるJ)けですからーその

･･･-1･:では孤独でloでにうしてCAPDの仰r日とおヨ点をしてい

るとqH^づけられまtJJからこういう姓より1=は梢犠的にWl

を.Il'JすJ.うlこLていま1.

くDさん〉　札は血頼透析の後は､血F石がかなり下がり足

は,･'r･くなるしく現11なんかはとで川合が恐くてね｡よく不姫

脈がでるんで1.ところがC^PDlこLfJL,dUj三が下がらな

いせいかとても胡1がいいですし,ィ､髄脈もうんと少なく1.:り

くご出席者〉　前田蛤&. Eきんの奥さん､Bさん. Fさん､小野

院長､Eさん､Cさん､Aさん､ (Dさん)

まLl=｡それとCAPDl:してからの大きな教化では.食恥で

1.食べるtJの食べるt'のみなおいしくて山｡刷の食1･1iなん

か仙-rJJ'で10終鵬以米fJな｡ (芙)

くEさん) CAPDを知っlJとき､一番t:やりたいと.tit.いよし

f=｡AさんもlJっていfl･けれど. nL鞭適析lfと1L IJtができ1j

いんで1J:. CAPDをやろうと.'il.って透析の伸rIHを.1ん1..I

i秀っ1ごんで+Dでも米作Lそうだとかいって, ･Ji'帆こやっfJのは

私ひとり｡その11;':rqはやっぱりカテ-テルの哩込み17術L.

やむいかとIi.･うよ｡恐がる人多いですムシャントの手術1=比

べmflHTとt･ないんIJけど｡CAPDl=拶っ1こら､ lnL椛透析

は考えu1.11いですね｡

-小空似Li l　私北の蛸院では地域rk鰯とかホームトリー

トメントを考えC^PDを偶人しています. rl本でい川r｣Yこ新

がすすめば家庭i細くが確立していくとうえていまT.CAPD

をやる人達は､l'l l'(_心があって油紙の成紺t,いいL何よ帆

禎柚的な性格の人が多いですね｡

〔小野)五郎院長先生のプロフィール〕

昭和40年､東京医村噛糾大学医学辞卒｡群2内村を経て横

規平共済病院､書絹布立総合柄晩山形県川西町立柄院に

1m携. 52年より川崎幸病院長｡

●日本トラへノ-ルのCAPDお品

腔竺:=藍.
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医
療
'
福
祉
の
後
退
は
断
固
阻
止
/

活
動
方
針
'
予
算
な
ど
原
案
承
認

道
腎
協
の
第
七
回
総
会
が
､
全
道
か
ら
参
集
し
た
役
員
､
患
者
な
ど
･
七
〇
名
余
が
出
席
し
て
､
去
る
三
月

十
日
十
時
か
ら
､
札
幌
市
の
道
難
病
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
｡

璽
霞
､
去
る
三
月
十
四
､
十
五
日
の
幹
事
会
で
決
め
ら
れ
た
案
を
も
と
に
審
議
し
､
い
づ
れ
も
､
原
案
通

り
､
承
認
さ
れ
た
｡
本
年
度
の
主
な
活
動
内
容
を
み
る
と
･
腎
バ
ン
ク
の
正
式
豊
雷
に
伴
う
'
提
供
豊
韓
を
促

進
す
る
た
め
の
･
全
道
扇
キ
ャ
ラ
バ
ン
･
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
･
全
道
市
町
村
へ
の
働
き
か
け
､
全
国
l
斉
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
拡
大
･
組
織
強
化
の
た
め
･
病
院
患
者
会
の
育
成
･
l
･
五
〇
〇
会
員
の
実
現
､
活
動
資
金
造
成

の
た
め
の
販
売
活
動
･
腎
疾
患
総
合
対
策
の
シ
ン
ポ
ジ
-
ム
の
開
催
等
､
新
響
貝
は
､
若
干
入
れ
替
り
へ
今

年
一
年
の
活
動
に
入
っ
た
｡

整
荏
十
時
に
'
中
村
事
務
局
長
'
司
会
で
始

ま
り
'
開
合
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
､
会
蚊
か
ら
､

｢
昭
和
四
十
年
代
の
透
析
始
発
医
蝶
保
障
の
実

警
思
い
起
し
'
先
生
が
築
き
上
げ
た
現
在
の
制

度
を
守
り
'
更
に
内
容
を
売
文
さ
せ
よ
う
､
絶
対

後
退
を
阻
止
し
よ
う
｣
と
う
っ
た
え
る
あ
い
さ
つ

が
あ
り
､
釆
女
の
S
:
さ
ま
か
J
一
品
著
に
対
す
る
激

励
'
本
会
へ
の
協
力
を
披
歴
し
て
い
た
だ
い
た
o

続
い
て
､
祝
屯
､
メ
ノ
セ
ー
ジ
姦
露
し
､
(
別
掲
)

額
に
入
っ
た
o

浪
投
は
､
札
幌
骨
友
合
の
娃
司
会
技
を
碑
名
､

荘
司
消
長
の
も
と
'
ま
ず
'
昨
年
度
の
泊
動
報
告
'

堀
井
財
政
部
長
か
ら
決
井
の
襲
U
､
津
田
会
計
監

査
か
ら
の
監
査
報
告
を
1
括
審
成
し
'
い
づ
れ
も

報
告
通
り
承
認
さ
れ
た
o
(
別
掲
)

次
い
で
､
活
動
方
針
案
の
香
油
に
入
り
'
中
村

革
袴
局
投
か
ら
内
容
説
明
へ
堀
井
部
長
よ
り
子
井

笛
の
脱
明
'
旅
乗
規
定
の
1
部
改
正
を
提
案
し
て

消
質
疑
を
行
い
'
若
干
の
髭
間
が
出
さ
れ
た
あ
と

い
づ
れ
も
瞬
東
通
り
決
雇
し
た
｡
蚕
文
は
別
掲
の

通
り
)次

い
で
､
五
十
九
年
度
の
役
目
選
出
に
移
り
､

運
:
E
費
目
で
あ
る
教
義
に
新
た
に
小
村
腎
夜
会

余
技
､
沖
田
市
郎
氏
を
型
是
に
選
出
､
幹
事
は

各
腎
友
会
の
推
せ
ん
幹
事
の
若
干
の
入
れ
押
え
が

あ
り
､
岩
崎
会
長
等
を
再
選
し
､
会
長
か
ら
あ
い

さ
つ
が
あ
り
'
次
い
で
札
鵬
甘
友
会
の
橋
架
理

子
さ
ん
が
ス
ロ
ー
ガ
ン
僻
案
を
朋
嘩
同
じ
く
'

締
付
和
子
さ
ん
が
'
総
合
(
=
埠
J
の
塀
軍
を
朋
流
し
'

い
づ
れ
も
'
力
強
い
柏
手
で
､
こ
れ
を
採
択
し
た
｡

こ
れ
で
細
事
を
一
斉
終
了
し
'
次
い
で
'
特
別

プ
ロ
ソ
ク
活
動
整
U
に
入
り
､
佐
藤
外
賓
献
腎
友



全速各地からの参加､魚心こ肘枕を進める患者会見◆
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梯会スE]-ガンを朗Dtする

↓　福原さん(札伽友会)
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全
市
務
局
長
か
ら
戚
粗
描
動
と
甘
紬
硬
芸
運

動
に
つ
い
て
｣
'
釧
臓
腎
夜
会
の
上
田
会
長
か
ら

｢
晴
動
輯
金
退
城
洋
勅
と
軒
端
病
サ
防
運
動
に
つ

い
て
｣
い
づ
れ
も
三
十
分
を
嘩
見
る
お
淋
し
が
あ

り
'
両
プ
ロ
ノ
ク
の
活
動
内
容
を
く
わ
し
く
襲
じ

き
れ
'
他
プ
D
ノ
ク
で
の
活
動
に
大
き
な
指
針
を

与
え
た
｡

叔
後
に
'
上
田
副
会
長
よ
り
､
閉
会
の
あ
い
さ

来
賓
'
祝
W
t
メ
ッ
セ
ー
ジ

っ
が
あ
り
'
午
後
二
時
二
十
竺
切
の
日
程
を
終

了
'
聞
合
し
た
o

全
域
に
は
､
来
年
度
'
加
盟
が
予
雀
さ
れ
て
い

る
油
川
肝
友
合
の
役
目
も
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
し
､

盛
ん
に
メ
モ
を
と
っ
て
い
た
｡

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
で
あ
っ
た
が
熱
心
な
忍

者
全
日
が
参
加
し
'
メ
モ
を
取
る
蛍
が
多
数
み
ら

れ
'
年
々
充
炎
し
た
総
会
に
な
り
つ
つ
あ
る
C
来

年
の
総
合
に
は
娃
非
多
く
の
瓜
希
全
日
の
ご
参
加

を
お
願
い
し
た
い
C

◎
来
十

〇
北
海
湖
譲
合
公
明
党
油
日
合
相
沢
武
岸
辺

や
■
.
～
.
J
‖

○
北
海
婆
共
産
党
成
り
金
大
播
晃
油
紙

会
派
山
○
薫
譜
任
理
事
　
三
好
､
相
生
不
良

性
貧
血
部
会
長

○
北
海
沼
等
福
祉
事
業
竣
虚
聞
汗
水
河
氏

○
札
幌
医
科
大
学
　
　
　
磐
城
格
完
生

◎
祝
t
､
メ
ッ
セ
ー
ジ

･
全
町
協
･
毒
･
1
壷
甘
偽
･
音
符

協
･
禰
専
協
･
北
大
平
野
哲
夫
沸
師
･
退
蛙
生

部
長
長
谷
部
純
雄
･
退
官
パ
ン
ク
理
事
滋
武
井
正

直
1
北
海
道
医
師
A
孟
山
崎
武
夫
･
札
幌
市
福
祉

部
妓
三
川
嘉
朗
･
山
形
腎
協
･
熊
本
甘
地
･
株
式

全
#
l
ラ
ロ
札
棋
支
店
　
　
　
(
敬
称
暇
)

■
l
L



l
､
は
じ
め
に

昨
年
の
総
会
は
､
私
た
ち
の
医
蝶
と
福
祉
を
め

く
る
佃
勢
は
'
｢
財
政
再
建
｣
｢
行
政
改
革
｣
｢
マ
イ

イ
ナ
ス
シ
ー
リ
ン
グ
｣
と
厳
し
い
医
棟
抑
制
'
禰

祉
後
退
の
波
に
如
何
に
対
処
し
て
い
く
か
､
決
意

を
析
た
に
'
会
員
の
結
束
と
行
動
を
誓
い
合
っ

た
糊
で
し
た
｡

総
会
後
'
臨
調
答
申
の
本
格
的
共
作
化
に
新
手

し
た
救
桁
は
'
我
々
､
国
民
の
深
く
か
か
わ
る
施

帯
を
'
我
々
の
繊
性
を
求
め
る
か
た
ち
で
､
次
々

と
打
ち
出
し
て
き
ま
し
た
｡

八
月
に
は
､
坪
生
邪
が
明
ら
か
に
し
た
医
蝶
保

健
制
度
の
童
は
'
我
々
の
先
輩
な
ど
が
'
国

民
的
碓
朝
に
よ
っ
て
築
き
上
げ
た
制
度
を
大
き
く

後
退
さ
せ
､
我
々
'
伴
性
患
者
に
は
理
解
に
苦
し

む
医
棟
抑
制
の
目
的
の
た
め
に
'
国
比
の
各
省
の

医
療
を
受
け
る
権
利
を
奪
い
､
負
抱
を
強
い
る
こ

と
に
よ
っ
て
'
生
命
と
生
晴
を
脅
か
す
も
の
と
し

て
'
我
々
の
作
瀬
を
よ
ぴ
､
心
音
偽
と
し
て
は
'

こ
れ
ま
で
に
な
い
運
動
と
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
｡

こ
の
1
年
間
は
'
こ
の
甘
萌
を
中
心
に
'
我
々

が
細
の
獲
.
論
駁
を
実
施
し
'
実
現
を
熱
望
し

て
い
た
移
植
'
付
拙
接
萱
蝕
体
制
が
払
体
化
す
る

事
が
で
き
'
同
搬
条
件
を
持
ち
纂
ら
も
'
前

進
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
〇

二
'
主
な
活
動
と
成
果

州
医
蚕
碁
に
辰
野
す
る
蕎

昨
年
八
月
､
呼
生
省
は
'
五
九
年
度
攻
撃
算

既
狂
要
求
に
降
し
'
六
千
二
〇
〇
億
円
の
医
蝶
柴

を
抑
制
す
る
た
め
に
'
①
健
保
本
人
の
八
割
給

付
甘
入
院
時
食
事
代
の
婁
l
即
急
曾
タ
ミ

ン
剤
,
風
邪
弗
､
暮
ど
の
接
璃
除
払
)

高
著
牽
牛
自
己
負
担
'
限
度
雛
の
引
き
J
i
t
⑤

拓
鞭
所
村
名
の
保
健
適
用
除
外
な
ど
､
医
蝶
保
健

制
度
の
大
改
惑
寮
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
o

わ
れ
わ
れ
の
全
凶
組
織
で
あ
る
全
W
t
は
'
会

長
名
を
も
っ
て
粧
ち
に
､
こ
の
案
の
断
固
反
対
す

る
声
明
を
発
衷
す
る
と
共
に
全
通
の
人
員
が
反
対

溜
覇
に
立
ち
上
る
た
め
に
'
そ
の
内
容
を
知
ら
せ

る
ビ
ラ
､
機
関
誌
の
発
行
に
努
め
'
墓
嚢
の
内

容
を
知
っ
た
全
山
か
ら
は
､
不
安
や
怒
｡
を
訴
え

る
奄
緒
や
手
紙
が
霧
相
に
相
次
い
で
寄
せ
ら
れ

た
｡

全
道
各
プ
ロ
ン
グ
の
合
い
は
'
会
の
呼
び
か
け

に
応
え
て
'
呼
生
大
臣
'
総
理
大
臣
'
地
元
嶺
山

塑
義
山
に
機
関
誌
の
と
じ
込
み
の
抗
禁
ガ
キ

辞
で
大
盤
の
抗
焚
ガ
言
送
｡
'
改
感
を
や
め

る
よ
う
強
く
準
え
ま
し
た
o

そ
し
て
中
央
で
は
'
将
生
S
:
交
渉
を
行
な
い
患

者
の
東
伯
を
全
く
無
視
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を

典
体
的
に
訴
え
な
が
ら
'
現
懸
案
の
撤
回
を
強
く

求
め
ま
し
た
｡

こ
れ
と
平
行
し
て
'
全
恐
喝
金
瓶
噂
婁

団
体
が
｢
ゆ
た
か
な
医
蝶
と
福
祉
を
め
ざ
す
全
回

晩
翠
家
族
班
体
油
葵
ど
に
一
本
化
L
t
取
組

ん
だ
将
生
絹
交
渉
･
座
｡
込
み
'
全
槻
街
曲
者
名
'

(
十
盲
二
日
未
払
市
巣
偽
か
ら
七
名
参
型

全
凶
反
対
紫
含
･
デ
モ
行
竺
十
二
月
二
十
四
月
'

喜
腎
協
か
王
墓
加
一
さ
ら
に
'
全
会
;

に
よ
る
国
会
消
舶
寄
名
へ
革
金
運
肋
な
ど
､
反
対

運
動
を
進
め
て
き
ま
し
た
.

こ
れ
ら
の
運
動
や
昨
年
末
の
総
選
挙
で
示
さ
れ

た
国
民
の
批
判
も
反
映
し
て
'
揮
生
粥
の
'
当
初

案
は
大
稲
に
練
習
t
e
健
等
人
の
負
担
を
二

割
か
ら
l
別
へ
'
@
当
面
ビ
タ
ミ
ン
利
風
邪
薬

を
の
僅
通
用
除
各
人
韓
食
符
の
壷

恩
責
的
車
扱
所
持
者
の
保
険
除
外
な
ど
'
撤

回
を
人
嬢
な
く
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
｡

そ
の
後
'
救
肘
は
'
こ
の
改
革
案
を
杜
人
夜
陰
､

社
会
化
陣
剃
優
麗
姥
だ
滋
閑
､
両
審
奨
荏

批
判
的
条
目
岬
を
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
'
脚
案

通
り
嬰
に
掘
出
し
ま
し
た
.

政
府
は
こ
の
墓
盲
七
円
十
日
か
ら
炎
施
す

る
と
し
て
い
ま
す
が
'
医
櫛
保
険
制
度
の
後
過
を

許
さ
な
い
た
め
に
も
､
引
き
続
き
'
全
泊
の
仲
間

と
油
帯
し
た
掘
蔵
が
心
寮
で
す
｡

㈲
蓬
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
漣
民
の
藩

昨
年
9
月
1
8
日
'
腎
隈
松
伏
蟹
鋲
を
呼
び
か
け

る
撃
両
の
街
弧
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
全
回
芸
に

行
い
ま
し
た
D

滋
野
協
に
お
い
て
も
へ
各
プ
ロ
ノ
ク
が
全
道
十

l
市
町
で
姦
し
､
三
嘆
日
と
云
う
こ
と
も
あ
り
､

各
地
で
'
十
分
な
段
取
り
で
腎
組
み
三
〇
〇
人

以
上
が
参
加
し
･
二
万
枚
を
越
す
チ
ラ
シ
'
大
型

広
翠
'
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
な
ど
で
大
き
な

運
軌
へ
と
溢
威
し
ま
し
た
｡

予
告
L
U
:
部
や
報
迫
と
し
て
'
全
迫
的
に
大
き
く

報
迫
さ
れ
'
翌
錨
省
は
目
標
の
1
万
名
に
は
ま
だ



及
び
ま
せ
ん
が
､
税
推
四
千
名
に
近
い
激
に
な
り

ま
し
た
o

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
行
動
規
模
が
大
き
く
な
っ
た

だ
け
で
な
く
'
行
政
'
医
横
関
係
令
.
･
労
組
'
ラ

ィ
ォ
ン
ズ
'
ロ
ー
タ
リ
-
を
ど
棚
広
い
道
民
各
層

の
理
解
と
協
力
を
柑
る
こ
と
が
で
き
'
肝
臓
移
楯

瀦
及
の
諸
衝
を
通
じ
て
'
多
く
の
迫
民
と
の
油
帯

が
よ
り
深
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
も
'
耶

三
回
の
特
徴
で
し
た
.

㈱
国
会
著
名
､
暮
畳
の
覇

昨
年
二
月
に
図
会
に
梯
出
し
た
｢
狩
場
揃
の
予

防
を
は
じ
め
と
す
る
T
町
疾
息
総
合
対
瀬
｣
の
=
L

期
確
立
を
求
め
る
｣
講
棚
は
第
九
八
国
会
で
両
院

と
も
採
択
さ
れ
ま
し
た
｡
本
年
度
は
昨
年
秋
か
ら

埜
ハ
次
の
運
動
に
取
り
組
み
'
全
泊
の
金
山
が
様

々
な
困
難
の
中
で
熱
心
な
運
動
を
進
め
た
結
果
,

警
八
千
名
J
J
回
る
署
姦
完
九
千
三
〇
〇

名
'
薫
も
百
四
十
万
円
を
越
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
｡

こ
の
帯
名
を
持
っ
て
'
本
年
二
月
二
日
､
木
祖

ら
二
名
の
代
表
が
参
加
し
'
全
国
の
仲
間
と
共
に
､

国
会
消
願
を
行
き
ま
し
た
が
･
調
願
の
方
式
に

も
馴
れ
'
こ
れ
ま
で
紫
M
の
三
七
名
の
締
介
娩

出
を
経
て
､
国
会
に
抽
出
さ
れ
ま
し
た
o

こ
の
捕
縛
什
勅
が
｢
甘
疾
患
整
鼻
声
の
半

期
案
施
に
役
立
っ
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
o

本
年
度
は
､
こ
れ
と
平
行
し
て
取
り
組
ま
れ
た

｢
ゆ
た
か
を
医
蝶
と
福
祉
を
め
ざ
す
全
凶
患
者
'

藷
体
連
絡
会
｣
の
｢
医
蝶
保
険
を
は
じ
め
と

す
る
社
A
僅
博
制
度
の
改
感
に
反
対
す
る
｣
絹
願
'

署
名
'
券
金
貨
も
'
同
時
に
実
施
と
云
う
開
放

の
中
で
'
多
く
の
人
員
が
取
り
組
み
'
署
名
救
七

千
名
'
要
十
八
万
円
の
城
紫
を
上
げ
ま
し
た
o

㈱
｢
沓
盈
格
セ
ン
タ
ー
｣
｢
替
バ
ン
ク
｣
の
卵

投昨
年
度
'
鷺
が
始
め
て
退
婆
嫡
願
を
行

な
い
'
五
七
年
十
二
月
三
日
'
云
T
千
三
六
四

名
の
器
名
を
持
っ
て
迫
婆
だ
総
出
L
t
昭
和
五

八
宗
1
回
碇
例
会
で
採
択
さ
れ
た
｢
肝
移
細
セ

ン
タ
ー
]
　
｢
寄
パ
ン
ク
｣
の
認
証
は
閤
蟹
り
の

努
力
に
よ
り
'
五
九
年
八
月
に
市
立
政
碗
院
に

肝
移
植
セ
ン
タ
ー
が
五
九
年
五
月
に
は
財
団
法
人

泣
付
パ
ン
ク
が
'
三
千
万
円
の
棄
丁
財
庵
が
全
迫

の
努
の
努
力
に
よ
り
隼
め
ら
れ
'
政
市
に
開

設
さ
れ
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
｡
移
柚
セ
ン
タ
ー

は
､
こ
れ
で
九
プ
ロ
ノ
ク
全
部
に
設
け
ら
れ
十
番

目
の
セ
ン
タ
ー
に
な
り
､
こ
れ
で
全
国
並
の
両
組

織
が
盤
博
さ
れ
る
こ
と
に
を
り
ま
す
o

㈲
書
で
の
前
進

全
迫
に
お
お
よ
そ
二
千
五
〇
〇
名
の
通
析
血
書

が
お
り
'
各
ブ
ロ
ッ
ク
と
も
'
妾
･
昂
結
成
に

努
め
'
入
会
汀
覇
を
漉
め
た
結
果
'
本
年
度
始
め

て
千
名
を
越
す
合
口
を
擁
す
る
全
辺
有
故
の
爪
蕃

組
織
に
な
り
ま
し
た
o

ま
た
､
未
組
織
地
域
で
あ
っ
た
空
知
衝
内
で
渦

川
市
に
書
が
結
成
さ
れ
'
来
年
度
留
り
協
に

加
盟
の
媒
び
で
あ
り
'
三
笠
市
に
於
て
も
'
来
年

a...･.._.i

さ
ら
に
'
新
た
に
本
年
度
㈹
過
さ
れ
た
通
析
施

設
は
倶
知
安
病
院
(
士
ハ
名
)
函
館
病
院
(
四
名
)

で
あ
り
､
各
ブ
ロ
ッ
ク
に
鵜
L
t
A
著
活
動
を
幽

閉
し
て
い
ま
す
C

㈲
広
報
活
動
で
の
前
進

垣
間
誌
〝
ど
う
じ
ん
″
は
遺
期
刊
行
の
土
着
に

努
め
'
空
ハ
回
の
発
行
を
め
ざ
し
'
吾
年
計
画

の
も
と
に
本
生
鹿
は
三
回
の
発
行
と
を
り
ま
し
た
o

又
'
発
行
部
だ
毎
回
千
五
〇
〇
撃
あ
り
手
0
,

又
'
内
容
の
売
買
佃
報
の
迅
速
e
'
閉
雌
雄
超

な
ど
人
月
の
交
流
の
手
段
と
し
て
本
年
度
も
紙
面

づ
く
り
に
努
め
ま
し
た
o

富
で
の
前
進

言
者
五
九
芝
草
だ
む
け
て
の
善

政
肘
子
安
編
成
作
美
に
む
け
て
､
坪
生
笥
大

蔵
粥
に
苛
綿
を
行
宍
'
又
'
全
息
噂
姦
適

と
協
同
で
医
療
､
神
社
の
後
退
に
反
対
し
'
峯
允

を
求
め
'
者
を
速
め
ま
し
た
o

L
か
し
､
救
肘
は
｢
財
崖
｣
を
理
由
に
前

年
度
比
7
0
%
の
マ
イ
ナ
ス
要
求
を
各
市
に
推
し
､

揮
生
省
は
政
府
案
で
二
･
1
%
増
に
止
ま
る
こ
と

と
を
り
ま
し
た
.
そ
の
内
容
も
医
療
'
福
祉
予
算

を
蒜
に
圧
細
し
､
園
比
の
犠
牲
の
上
に
｢
財
政

再
挙
を
密
図
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
｡

甘
不
全
対
北
軍
は
祈
施
託
は
全
く
な
く
'
金
朗

的
に
二
十
八
億
円
前
年
比
三
〇
%
ア
ノ
ブ
し
て
い

る
も
の
の
､
こ
れ
は
軍
産
療
対
象
者
の
相
加
に

ょ
る
透
析
医
凍
8
(
分
が
､
ほ
と
ん
ど
で
'
そ
の
他

は
遠
望
が
軍
讐
噸
す
｡

差
'
人
工
蔓
欝
が
僅
か
嘉
J
姦
消

し
ま
し
た
が
こ
れ
は
'
菅
の
票
に
応
え
･
施

銀
の
地
域
仰
在
を
無
く
す
た
め
の
公
監
蝶
機
関

の
盤
傭
補
助
分
で
す
o

榊
c
A
P
D
の
量
用

垂
で
の
c
A
P
D
の
保
健
過
労
三
月
盲

か
ら
安
菅
ま
し
た
o
C
A
P
D
を
預
む
忍
者
に

は
朗
報
と
寄
ま
し
た
｡
し
か
し
､
掌
理
料

は
'
一
回
七
〇
O
I
=
首
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
る
驚

馨
苧
る
瑞
院
の
蓋
･
か
か
を
り
厳
し
い
た

め
､
希
望
す
急
等
の
要
求
に
応
じ
ら
れ
る
か
ど

ぅ
か
蓮
に
普
及
す
る
内
容
に
隻
て
お
｡
ま
せ

ん
｡
㈹
人
吉
鹿
砦
票
差
T
の
嬰

眼
病
警
告
を
菅
1
J
l
昨
年
の
欠
陥
甘
臓

器
の
全
国
的
蔓
件
は
我
々
に
大
き
な
シ
ョ
ノ
ク

を
与
え
ま
し
た
o
我
々
は
被
搬
嶺
陣
と
合
せ
て
､

再
発
防
止
を
即
生
餌
に
強
く
要
求
し
て
き
ま
し
た

が
'
昨
年
六
月
'
呼
生
苦
人
工
i
=
服
装
洗
車
池

要
作
｡
'
各
メ
ー
カ
ー
に
通
知
し
ま
し
た
｡

今
後
'
私
学
抽
入
に
当
っ
て
'
こ
の
輩
が
適

用
さ
れ
て
い
き
ま
す
o

嘗

性

と

の

連

蕃

医
療
'
頼
祉
を
め
ぐ
る
状
況
が
厳
し
さ
を
増
す

な
か
で
'
我
々
だ
け
の
組
織
で
の
沖
薪
に
も
限
界

が
あ
り
'
他
の
書
体
告
と
の
護
し
た
運

動
の
要
件
が
増
し
て
い
ま
す
.

全
盛
轡
)
し
て
の
全
廃
蓮
｢
全
独
禁
加
盟

に
よ
り
､
描
衝
を
舶
開
L
i
,
よ
う
に
'
滋
野
協
に



ス　ロ　ー　ガ　ン

生命に差別を生み出す医療保険制度をはじめとする社会保障の後退を阻止

し､安心して医療を受け生活していける医療保障制度の拡充をめざそうo

o腎腺病患者をこれ以上増やさないためのrY疾患総合対乳の早期確立

をめざそう｡

○ネフローゼ､慢性腎炎等の医療公葬負担を実現させようo

o国公立病院に人工腎臓を新増設させ､透析医療供給体制を確保させよう｡

01万人の腎渡提供豊尊者をめざすとともに腎巌移植体制を拡充させようo

o腎棟能辞書者の所得保障と雇用を保障させようo

o会員を増やし病院患者会を強め､活動体制をつくりながら患者運動の全

道的結集をめざそう｡

昭和59年6月10日

第7回道腎協総会

夏　は

花火蔓
海水浴!キャンプ!庭先きで!

にこにこぷん　750円(市価800円)

河/000円('y〝/200円)

ヤン　ポ2500円(I,I/3000円)

道難病連からですo各病院患者会幹事さんに申しこんで下--<い｡

お
い
て
も
,
全
聖
の
消
憲
紬
進
め

て
い
る
簸
病
連
と
共
に
'
支
部
段
階
に
お
い
て

も
､
鎧
階
に
お
い
て
も
健
保
改
感
反
対
運
動
に

穣
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
｡

情
勢
が
今
後
さ
ら
に
厳
し
く
な
り
つ
つ
あ
る
今

日
'
他
印
体
と
の
盲
の
護
が
必
要
で
あ
り
ま

す
｡

胤
客
ヲ
ロ
ッ
ク
で
の
治
山

道
内
'
各
プ
ロ
ソ
ク
に
組
織
の
大
小
は
あ
り
ま

す
が
'
各
々
地
域
の
特
色
あ
る
描
軌
を
偵
関
し
て

お
り
,
見
る
べ
き
も
の
が
多
い
｡
ま
た
停
滞
気
味

の
地
域
も
あ
り
､
格
差
の
大
き
い
の
も
卒
実
で
あ

り
ま
す
｡

組
織
泊
勅
に
つ
い
て
は
'
全
施
設
に
加
算
金
を

結
成
L
t
肌
着
の
組
織
率
も
T
i
く
行
政
と
接
触
し
､

ま
た
ラ
イ
オ
ン
ズ
､
ロ
ー
タ
リ
ー
の
協
力
を
え
て

肝
疾
患
対
策
に
当
っ
て
い
る
室
蘭
プ
ロ
ン
グ
'
市

民
の
腎
疾
忠
の
予
防
啓
常
連
肋
､
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
取
り
組
ん
で
い
る
泣
商
プ
ロ
ノ
ク
'
敬
川
プ
ロ

ン
グ
'
地
区
労
な
ど
支
持
団
体
と
共
に
健
保
改
感

罪
名
'
募
金
雄
動
を
娘
開
し
た
印
帝
プ
ロ
ソ
ク
'

晒
勅
資
金
の
造
成
に
年
賓
ハ
ガ
キ
の
印
刷
あ
っ
せ

ん
を
軌
迫
に
の
せ
た
観
プ
ロ
ノ
ク
'
機
関
紙
の

定
期
刊
行
に
努
め
､
摘
発
な
広
報
晴
判
を
進
め
て

い
る
軌
甜
'
室
蘭
プ
ロ
ノ
ク
'
地
域
の
喜
作

を
ま
と
め
'
壷
的
な
役
割
を
は
た
し
て
い
る
室

喝
観
'
旭
川
プ
ロ
ノ
ク
､
再
建
を
日
章
は
た

し
､
組
織
繕
動
を
進
め
て
い
る
札
幌
ブ
ロ
ッ
ク
な

ど
少
な
か
ら
ぬ
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
｡



昭和 58年度決算報告書

自　昭和58年4月1日

(収入の部)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　至　昭和59年3月31日

項目 配分交付金 冰ﾈ螽･��決算顔 儖Xﾖﾂ�

loo �� 

上L%同体助成金 鼎������,000 4000 冉ｸ､9;�.h.��

全党 �#cC�����.00 28822 ��9*ﾈｺh.h.���ﾈ�B��

事業収益 田�ﾃ����,00 74780 �(4ﾆ�=c�ﾃ#��kﾉZ｢�LW霓��

寄附金 塔��ﾃ����1034397 �7GC｢����^Xｾ��

伝′l.-料 ����ﾃ����122500 亢�ｭcx齎ﾆhﾝｨﾔﾃ�6｢�

雑収入 �#����5093 優ｶﾂﾄﾄ｢��8鼈ﾊfﾆﾉ�xｭﾈ-��

小計 鉄��#����7 5524814 

前期繰越 ��#Sssr�125772 ��

合計 迭��3rﾃss"�5,650,586 ��

項目 �-7,算勧決算額 

会議浪費 *-8%* 運営委月会費 弔汚局会議費 全国連絡会 �1,100,0001,200,050 剩�l 

460,000 鉄S�ﾃ����2回 

300,000 �#Crﾃc���3恒】 

20,000 途ﾃ鉄�� 

200,000 �3C#cS��央A1歳 

中央棟偶発 難連参加費 負担金 =} �20.000 ��"ﾃ����JLL一 国会請願 

100,000 �3づcs�� 

1,920,000 �"ﾃ�32ﾃ332� 

加盟分担金 全国負粗金 鼎��ﾃ����435,892 ��

1,520,000 ��S都CC��病､ 

弔美果 �1,310.000 �>�>�,｢饋Xｾ���3ss�3��9�HｺiZｩ%8ｾ�饋Xｾ��

78 ��ﾘﾘyN���9+�ﾗYi陞��460,000 �3#�ﾃ�s�� 

50,000 ��� 

機関紙焚 鉄��ﾃ����676.480 ��

活動常 務j'Y �3��ﾃ����380,280 ��

E.)巨ミ �872 田B�】 

通信費 ��c�ﾃ����59,090 �8ﾟﾈﾅ��7X8ﾘ6(4闔y�ﾂ�

額務用,.L,砕 ����ﾃ����43,749 ��

新聞粥:LTFや I-+ 鉄�ﾃ����26,000 ��

父通常 塔�ﾃ����20,823 ��

朱培 �#3rﾃ����430.000 ��

'.C渚料 田�ﾃ����123,670 ��

雑費 鉄�ﾃss"�95,018 ��

備品焚 鉄������59,990 ��

JtE弔 �#������10,000 ��

次期繰越 A � ��s�ﾃ�32� 

書† �5,137,772 迭ﾃcS�ﾃSッ� 



昭和59年度予算

白　昭和59年4月1日
刀和　年　月　El

(収入の部)至昭和60年3月31日 

1fiEl ����7以亥ｩ}Iuﾈ螽ｧ｢�儖Y?�/��

jt己分交付金 涛c�ﾃ����950,000 冉ｸ､9;�.h.��

上部Etl体肋成金 鼎��ﾃ����400.000 ��9�Hｺh.h.��

会費 �"繝�"ﾃ#���3,600,000 ��9?ｩ�C�ﾃS��kﾉZ｢�

事某収益 都Bﾃs���100.000 ��

寄附金 ��ﾃ�3Bﾃ3途�1,100,000 俛�檍敬ｾ��

広∠h料 ��#"經���300.000 亢�ｭh顏ﾆhﾝｨﾔﾈﾙ��

雑収入 鉄�纉3r�30,000 ��

小吉十 迭ﾃS#Bﾃ��B�6,480,000 ��

前期繰越 ��#Rﾃss"�171,033 ��

含書十 迭ﾃcS�ﾃSッ�6,651,033 ��

項目 剔O年度決算瀬 冰ﾈ螽･��備考 
AJ,歳費 �1,200,050 ��ﾃ3S�ﾃ���� 

A �551.100 田�������2恒】 

運営委L一会焚 事務局金主鼓焚 �#Crﾃc���310,000 �(���

7,950 �#�ﾃ����4回 

全国連絡会 �3C"ﾃcS��350,000 ��

中央陳寸■守焚 ��"ﾃ����20,000 ��

牡連象加】費 �3づcs��50,000 ��

負担金 �2,033.333 �"ﾃ�crﾃ���� 

435,892 �3crﾃ����牡病連 

[全国負担金 �1,597,441 ��ﾃ����ｳ����分担金 

事業費 �1.377.830 ��紊��ﾃ���� 

総合焚 �3#�ﾃ�s��350,000 ��

医棟講演会 ���50,000 ��

機関紙JR 田sbﾃC���700,000 �8ﾟﾉN��

ー舌動費 �3��ﾃ#���300,000 �7h8ﾘ6(5闔y�ﾉN��

事務局運.こ,'ー費 �868,340 ��縱3Bﾃ�32� 

通IjJ焚 鉄津����100,000 ��

事務用品焚 鼎2ﾃsC��80,000 ��

祈Pf)図:加焚 �#bﾃ����30,000 ��

交通費 �#�ﾃ�#2�50.000 ��

宮田 鼎3�ﾃ����180,000 ��

確ab.料 ��#2緜s��120.000 ��

雑費 涛Rﾃ����104,033 ��

備品費 鉄偵涛��150,000 ��

慶弔焚 ��������20,000 ��

行動焚 ���900,000 倬ik�Dﾆ�韶�9i�ﾂ�

次期繰越 �171,033 ��� 

A* �5,650,586 澱ﾃcS�ﾃ�32� 



｢
私
た
ち
を
め
ぐ
る
動
き

仙
医
療
'
福
祉
を
め
ぐ
る
動
き
は
､
あ
た
か
も

｢
弱
い
立
糊
｣
の
人
々
'
｢
典
に
福
祉
を
必
要
と

す
る
｣
人
々
に
は
'
暖
か
い
政
治
の
手
を
さ
し
の

べ
る
か
の
よ
う
に
装
い
な
が
ら
､
炎
は
'
社
人
虎

陣
制
度
の
大
後
退
を
過
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
｡

老
人
保
険
法
の
小
鳥
を
手
始
め
と
し
て
'
健
保
'

先
金
の
改
潜
は
そ
の
第
一
歩
で
あ
り
'
と
り
わ
け

直
等
挙
止
化
｣
の
抑
制
策
は
政
府
の
当
面
の

最
大
の
涼
感
と
さ
れ
て
い
ま
す
｡

昨
年
八
月
'
呼
生
大
臣
が
明
ら
か
に
し
た
r
今

後
の
医
療
救
甲
奴
点
と
万
国
で
は
疾
病
構
造

の
変
化
､
人
口
の
ふ
‖
巌
e
r
緊
子
の
進
歩
に
よ
っ

て
医
療
柴
は
増
加
し
慮
成
長
経
準
の
も
と
で
'

国
の
負
担
の
限
界
を
警
る
と
し
て
､
疾
揃
の
自

己
兼
任
を
明
確
に
し
｢
芸
者
と
し
て
の
負
担
｣

を
｢
当
然
の
帰
轡
｢
と
ま
で
い
い
き
っ
て
い
ま
す
D

本
来
､
国
や
自
治
体
の
兼
任
に
よ
っ
て
拡
充
す

べ
き
医
凍
制
度
を
国
民
の
兼
任
'
瓜
著
の
兼
任
に

拡
嫁
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
o

帯
法
二
十
五
条
で
明
記
す
る
凹
の
回
比
に
対
す

る
兼
任
か
ら
い
っ
て
'
全
く
回
の
兼
任
放
棄
と
い

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
｡
医
蝶
'
年
金
'
福
祉

サ
ー
ビ
ス
な
ど
あ
ら
ゆ
る
社
会
保
牌
に
つ
い
て
'

周
や
自
治
体
の
兼
任
放
棄
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
で

あ
り
ま
す
｡

我
々
患
者
や
多
く
の
国
比
が
反
対
に
立
ち
上
っ

た
健
保
改
感
の
呼
生
耶
当
初
警
政
府
が
大
棚
に

伯
正
せ
ざ
る
を
糾
な
か
っ
た
よ
う
に
､
福
祉
の
切

り
捨
て
は
'
同
Z
f
は
決
し
て
許
し
は
し
な
い
で
し

ょ
う
O

我
々
は
こ
う
し
た
国
比
的
付
帯
の
力
に
格
付
を

も
っ
て
'
厳
し
い
頚
城
に
も
屈
せ
ず
'
さ
ら
に
一

段
と
強
い
∬
覇
を
幽
閉
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
｡

仏
ま
た
我
々
付
紙
捕
賓
を
め
く
る
現
場
は
'

退
所
母
君
は
依
然
と
し
て
全
国
で
六
～
七
千
人
'

奉
迎
で
も
三
百
人
も
年
々
増
え
続
け
す
で
に
全
凶

で
五
万
四
千
人
'
本
迫
で
も
二
千
五
百
人
に
漣
し

て
い
る
と
推
定
さ
れ
ま
す
｡

血
書
の
年
齢
耕
城
も
.
T
=
叫
く
な
り
平
均
四
七
歳
を

越
え
て
い
ま
す
o
廿
終
着
も
糊
え
'
視
力
陣
甥

椅
仇
病
な
ど
A
併
砧
を
伴
う
透
析
魚
著
も
増
加
し

て
い
ま
す
｡

.

.
'
_
T
.
.
"
'
.
"
.
～

結
蝦
な
ど
生
き
る
こ
と
に
械
々
な
悩
み
を
抱
え
な

が
ら
へ
低
は
金
､
低
い
年
金
の
中
で
苧
し
ん
で
い

ま
す
｡い

え
月
の
多
く
の
切
実
を
要
求
の
中
で
も
､

忍
者
の
社
人
虎
柑
'
耽
職
は
と
り
わ
け
深
刻
で
す
o

そ
の
山
大
の
理
由
は
'
医
蝶
費
が
:
:
!
雛
で
あ
る
こ

と
と
透
析
時
附
の
保
障
の
間
組
で
す
o
退
所
医
蝶

費
に
つ
い
て
､
朔
々
は
'
か
ね
て
か
ら
東
棟
保

健
制
度
と
切
り
雌
し
た
園
と
地
力
に
よ
る
全
都
公

費
抱
制
度
｣
を
要
求
し
て
お
り
ま
す
.
私
た
ち

の
要
求
に
本
格
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
'
瓜
著

が
登
別
さ
れ
る
こ
と
な
く
就
職
で
き
る
よ
う
'
離

職
し
な
く
て
済
む
よ
う
掬
や
自
治
体
や
企
糞
の
理

解
と
兼
任
秦
め
て
い
く
こ
と
が
宴
で
す
.

愉
追
付
協
は
始
め
て
人
.
q
享
人
を
越
す
雲

合
と
し
て
は
'
全
辺
般
大
の
組
織
で
あ
り
ま
す
｡

し
か
し
'
組
地
車
は
半
分
に
し
か
通
し
て
い
ま
せ

A
.
ま
た
各
プ
ロ
ン
グ
で
も
す
べ
て
の
施
泊
が
加

入
し
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
C
又
､
空
知
野

内
は
プ
ロ
ノ
ク
が
未
結
成
で
す
｡
ま
た
機
関
誌
も

ま
た
年
間
発
行
が
充
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
Q
迅
速

に
流
す
べ
き
貢
二

ユ
.
ス
鵬
で
は
あ
｡

ま
せ
ん
o
霧
は
作
制
も
不
充
分
で
す
o
又
'
氾

町
偽
の
題
的
組
織
で
あ
る
鋪
院
吸
着
会
の
果
す

牧
別
は
菅
妾
で
す
.
仲
間
の
｡
常
的
な
交
流
'

ふ
れ
合
い
の
甥
で
あ
り
'
合
食
の
牡
め
る
糊
で
あ

り
'
忠
瀬
の
生
の
声
を
聞
け
る
配
偶
で
す
ご
｣

の
婁
書
大
切
に
､
強
め
る
こ
と
は
'
各
プ
ロ

ノ
ク
沼
相
場
組
織
強
化
の
た
め
'
娘
も
裏
書
J

と
で
す
｡

ま
た
､
他
の
蓋
体
の
つ
な
が
り
で
あ
る
道

悪
連
と
の
連
携
は
昨
年
煉
｢
″
.
菩
賓
族
同
体
迎

軽
l
h
の
捕
動
を
通
じ
て
､
充
分
認
識
す
る
碑
が

で
き
ま
し
た
｡

本
年
度
は
さ
ら
に
T
屑
の
連
携
の
発
旗
強
化
に

努
め
'
弗
の
婁
甜
薪
の
総
讐
作
り
上
げ
る

こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
い
ま
す
｡

二
､
活
動
目
標
と
会
の
運
営

M
主
な
清
和
兵

舎
‖
疾
忠
の
予
防
か
ら
'
完
全
社
入
鹿
相
ま
で

｢
総
人
界
芦
確
立
の
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
,

l
妄
'
挺
蝶
'
買
川
体
と
の
協
は
め
甥
を
放
け

る
よ
う
努
め
ま
す
｡
こ
の
た
め
'
本
年
度
は
シ
ン



ポ
ジ
ュ
ー
ム
を
開
き
ま
す
0

8
医
療
促
膜
制
度
の
改
憩
に
反
対
し
て
運
動
を

す
す
め
ま
す
o

③
閲
出
生
晴
を
繊
杜
に
す
る
医
*
.
福
祉
の
切

り
棄
て
に
反
対
し
ま
す
o

④
｢
甘
疾
患
整
鼻
声
の
誓
め
ざ
し
て

第
七
珂
塑
論
駁
を
行
い
ま
す
o
こ
の
た
め
'
署

名
者
金
運
勅
を
す
す
め
ま
す
｡

⑤
第
四
回
の
全
労
組
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
九
月

十
六
日
に
行
い
ま
す
｡
ま
た
追
付
移
椅
セ
ン
タ
I
 
t

潤
管
パ
ン
ク
の
開
段
を
記
念
し
て
娼
独
自
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
す
｡

⑥
迎
婆
へ
市
町
村
梁
だ
対
す
る
働
き
か
け

を
強
め
ま
す
o

貸
･
C
と
の
協
調
の
た
め
'
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
捕
動
､
一
:
S
蕃
治
効
'
豊
詣
勅
を
盛
ん
に

し
ま
す
｡

⑧
病
院
単
位
忠
真
あ
涌
勅
を
盛
ん
に
し
ま
す
o

要
員
故
を
T
五
8
人
に
す
る
こ
と
を
目
標

に
し
ま
す
｡

e
棚
様
珊
体
と
の
油
帯
を
強
め
'
難
病
連
な
ど

へ
の
横
棒
的
な
参
加
に
努
め
ま
す
o

㈲
W
.
付
t
t
等
ど
台
の
毒
､

8
役
叫
晴
動
家
の
育
成
に
つ
と
め
ま
す
o

倫
専
門
部
体
型
遠
立
L
t
運
篭
見
合
の
兼

任
体
制
を
明
確
に
し
ま
す
｡

③
幹
空
這
年
l
面
へ
琴
葺
合
は
四
回
開

催
し
ま
す
D

●

@
機
関
誌
を
年
四
回
発
行
し
ま
す
D
必
密
に
応

じ
'
霧
3
-
i
-
ス
を
発
行
し
ま
す
o

宮
川
軸
資
料
の
収
吸
と
そ
の
伝
達
作
制
の
1
3
:

の
強
化
に
努
め
ま
す
｡

⑥
甘
腺
病
に
つ
い
て
の
追
出
へ
の
啓
発
活
動
を

強
め
ま
す
｡

の
孜
轟
局
常
駐
体
制
を
碧
L
t
日
常
晴
勅
を

摘
発
に
し
ま
す
o

⑧
分
粗
金
の
中
期
納
入
､
納
入
率
の
向
上
を
は

か
り
ま
す
o

⑨
分
粗
金
以
外
の
収
入
の
増
加
を
は
か
る
た
め
'

貸
金
造
成
外
部
閉
体
町
突
義
解
の
甜
菜
に
協
力

し
ま
す
oわ
れ
わ
れ
の
要
求

州
基
本
　
‡
　
或

①
肝
臓
病
の
予
防
'
拍
棟
'
研
究
'
忠
泰
の

教
育
保
障
'
雇
用
な
ど
総
合
的
'
抜
本
的
な

表
し
た
対
雫
を
国
と
地
方
自
治
体
の
升
任

で
確
立
す
る
こ
と
｡

②
附
膿
柄
の
原
因
究
明
'
拍
棟
法
確
立
の
研

究
を
促
進
す
る
こ
と
｡

③
身
体
陣
F
=
姦
祉
法
を
川
腔
陣
地
‥
事
年
の

国
連
決
淡
に
そ
っ
て
改
正
す
る
こ
と
｡
と
り

わ
け
粍
捕
食
者
を
含
む
対
象
範
囲
の
拡
大
と

内
部
陣
市
有
対
警
最
充
す
る
こ
と
.

④
国
民
生
油
を
蛾
牲
と
す
る
臨
調
･
行
革
に

よ
る
医
棟
･
桶
祉
切
り
捨
て
は
や
め
'
安
心

し
て
医
蝶
を
受
け
生
繕
し
て
い
け
る
よ
う
'

I
:
.
･
+
.

㈲
予
防
左
蓬
の
た
め
の
体
制
を

①
曹
…
蝕
病
院
に
設
訳
さ
れ
る
藍
接
柿

セ
ン
タ
一
を
移
棉
だ
け
で
な
く
'
人
工
耶
頗

拍
稀
か
ら
予
防
'
管
理
'
研
究
ま
で
に
含
め

た
腎
セ
ン
タ
-
に
拡
充
す
る
こ
と
D

②
粁
晩
病
の
総
合
対
警
確
立
す
る
た
め
へ

息
令
代
走
を
含
め
た
対
策
委
日
食
を
喝
主

要
都
市
に
設
?
.
す
る
こ
と
｡

③
乳
幼
児
､
児
蛮
'
生
純
'
墓
'
勤
労
弔

自
営
業
'
家
族
婦
人
な
ど
に
対
す
る
検
妹

を
完
全
炎
稚
す
る
こ
と
0

④
肝
臓
病
の
=
誠
治
蝶
､
幣
炎
符
理
の
体
制

垂
す
る
こ
と
｡
特
に
小
中
半
生
の
｢
町

脱
手
帳
｣
の
発
行
に
よ
る
管
理
体
制
一
歳
立

す
る
こ
と
C
成
人
の
肝
疾
患
背
理
体
制
も
確

立
す
る
こ
と
｡

⑤
国
立
医
棟
機
関
､
公
的
医
娘
肋
間
に
対
す

る
人
工
汀
脱
の
軽
儒
･
拡
充
を
=
t
n
j
に
す
す

め
る
こ
と
｡

⑥
透
析
施
泊
の
地
域
偏
在
を
=
右
に
解
Y
.
T
=
す

る
こ
と
C
特
に
'
へ
き
地
'
艦
砲
対
策
を
強

化
す
る
こ
と
｡

⑦
国
公
立
医
療
棉
関
で
の
夜
間
透
析
を
拡
充

す
る
こ
と
｡

⑧
迎
移
植
セ
ン
タ
-
と
結
ぶ
t
B
=
臓
移
植
手

術
実
施
病
院
'
摘
出
他
力
病
院
を
欄
や
す
こ

と
○

⑨
財
団
法
人
北
濃
附
パ
ン
ク
の
紹
伐
蟹
蝕

を
推
進
す
る
た
め
へ
甲
地
力
自
治
体
行
政

機
関
窓
口
で
の
広
報
捕
動
を
強
め
る
こ
と
O

⑲
品
松
供
せ
H
等
及
の
子
安
を
大
棚
に
神

棚
L
t
新
町
テ
レ
ビ
､
政
冊
へ
地
方
自
治

体
広
報
紙
淀
な
ど
に
よ
る
広
報
捕
物
を
強
め

る
こ
と
｡

⑪
運
拒
免
許
証
交
付
時
の
町
税
松
供
せ
鎚
制

度
を
確
立
す
る
こ
と
｡

⑩
町
税
移
植
の
頒
門
医
を
養
成
･
%
保
す
る

こ
と
｡

⑬
速
析
禅
門
医
右
裸
婦
を
は
じ
め
'
必
要

な
退
椅
医
蝶
従
賓
を
賛
成
確
保
す
る
こ
と
O

符
に
国
公
立
医
帝
機
関
で
の
完
全
充
足
を
は

か
る
こ
と
O

⑩
通
析
技
術
者
の
赦
可
訓
練
体
制
轟
立
､

強
化
し
'
身
分
制
度
垂
す
る
こ
と
C

⑮
長
期
逆
析
娘
著
の
(
併
症
､
老
人
透
析
患

者
の
医
学
的
対
琴
研
究
を
す
す
め
る
こ
と
0

⑩
老
人
'
小
児
､
人
併
症
の
患
者
に
対
応
で

き
る
将
門
慧
盲
泊
把
す
る
こ
と
｡

⑬
c
A
P
D
､
懲
苗
人
工
肝
臓
'
短
時
間

速
析
な
ど
に
つ
い
て
､
そ
の
安
全
性
を
研
究

し
っ
つ
､
乗
用
化
乎
及
を
め
ざ
す
こ
と
O

⑩
蓬
折
の
た
め
の
愚
老
救
護
音
作

り
'
将
門
訓
練
施
設
を
汲
沢
す
る
こ
と
｡
経

覚
違
化
と
し
て
数
年
訓
練
を
せ
ず
無
避

別
に
沖
入
さ
れ
る
〝
望
帝
理
〃
速
折
は
税

制
す
る
こ
と
O



⑬
人
工
相
場
関
護
F
y
底
曹
m
の
安
全
性

に
つ
い
て
の
&
'
指
♯
'
辞
書
を

強
化
す
る
こ
と
.

⑳
地
諜
'
水
軍
火
災
な
ど
災
頼
蒔
対
策
と

新
仏
蓮
析
拍
蝶
体
制
を
確
保
す
る
こ
と
｡

㈱
書
轟
と
し
な
い
医
藁
を

①
人
工
逮
析
医
蝶
e
r
は
､
医
僚
保
険
か
ら
切

り
離
し
た
国
と
地
方
白
的
体
免
税
に
よ
る
全

朝
公
農
蝶
と
す
る
こ
と
O

②
肝
炎
･
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
な
ど
の
医
横
平
を
公

賓
粒
と
す
る
こ
と
O

③
室
町
室
町
回
後
室
ベ
ッ
ト
料

な
ど
の
老
棚
徴
収
は
撤
廃
し
'
粧
大
し
な
い

こ
と
｡

④
人
王
威
の
診
療
弟
は
､
退
析
底
蝶
供

給
体
制
を
保
障
し
t
A
著
に
し
わ
よ
せ
と
な

ら
な
い
実
柵
に
見
合
っ
た
端
正
弁
昌
鼓
と
す

る
こ
と
｡

⑤
外
来
透
析
時
の
給
食
8
(
は
的
蝶
食
に
ふ
さ

わ
し
い
点
数
に
引
き
上
げ
る
こ
と
.

⑥
夜
間
透
析
加
算
は
t
A
轟
的
な
実
情
に
見

合
っ
た
時
間
帯
で
認
め
る
こ
と
｡

⑦
喜
折
に
医
僚
保
険
を
適
用
す
る
こ
と
･

⑧
■
l
畠
森
巧
者
の
組
椛
禁
鳥
兼
常
用
を

公
平
負
把
と
す
る
こ
と
.

⑨
更
生
医
蝶
'
育
成
医
蝶
の
8
扇
徴
収
(
T

部
負
杓
)
は
引
き
上
げ
な
い
こ
と
｡

⑬
地
方
白
油
体
単
独
の
身
障
者
､
難
病
,
母

子
な
ど
の
医
蝶
や
助
成
制
度
を
全
国
的
に
拡

大
充
実
す
る
こ
と
｡

⑪
老
人
保
健
法
の
診
棟
報
酬
は
'
必
要
な
検

査
へ
入
院
･
拍
轍
が
保
障
さ
れ
る
よ
う
改
め

る
こ
と
｡

㈱
安
心
し
て
暮
せ
る
生
活
の
保
辞
を

①
生
繕
保
顔
荘
準
は
大
幅
に
引
き
上
げ
る
こ

と
｡

②
福
祉
手
当
を
神
棚
L
t
支
給
条
件
を
械
和

し
て
対
象
者
長
大
す
る
こ
と
.

③
透
析
賓
の
陣
e
:
峯
金
の
陣
雑
､
支
給
打

ち
切
り
は
や
め
t
 
T
級
に
認
達
す
る
こ
と
｡

年
金
卯
は
大
鵬
に
引
き
上
げ
る
こ
と
D

④
内
部
陣
律
令
に
も
国
鉄
'
私
鉄
､
航
空
運

盟
別
引
き
を
適
用
し
'
有
料
冶
帥
通
行
料
金

も
別
引
き
の
対
象
と
す
る
こ
と
0

⑤
外
来
速
析
瓜
等
の
通
院
交
通
史
轟
助
す

る
こ
と
｡

⑥
陣
宕
祉
年
金
の
支
給
条
件
を
械
和
し
'

嘉
を
引
き
上
げ
る
こ
と
｡

⑦
所
村
税
の
大
幅
減
税
を
姦
し
'
脚
%
･
:
令

控
除
､
特
別
陣
智
者
控
除
卵
を
引
き
上
げ
る

こ
と
｡

㈲
量
署
の
笠
の
音
を

①
身
体
陣
容
老
雇
用
催
過
法
を
改
正
し
､
法

定
雇
用
率
､
雇
用
納
付
金
を
大
幅
に
引
き
上

げ
'
各
棟
助
成
金
も
大
幅
に
引
き
上
げ
る
こ

と
｡

②
職
妾
宅
所
の
望
署
の
職
業
紹
介
'
相

誠
体
噸
化
し
'
共
作
的
な
就
職
あ
っ
せ

ん
を
促
進
す
る
こ
と
.

③
国
'
地
方
自
泊
体
お
よ
び
富
で
腎

機
能
停
車
番
長
用
す
る
こ
と
.
行
政
機
関

の
望
暑
屑
箱
に
あ
た
っ
て
は
'
内
部
陣
著

者
を
差
別
し
な
い
こ
と
｡

④
地
方
白
油
体
は
'
陣
智
者
の
就
職
あ
っ
せ

ん
の
均
を
放
け
る
こ
と
.

⑤
陣
官
省
の
就
労
'
身
分
'
捷
含
量
別
す

る
は
紳
(
国
賓
公
務
山
法
第
7
8
条
'
地
方
公

滞
日
法
第
2
8
粂
'
労
働
安
全
衛
生
法
第
6
8
粂
'

最
低
坪
金
法
第
8
垂
は
医
学
の
馨
と
社

会
の
変
化
に
見
合
っ
て
蛮
止
す
る
こ
と
.

⑥
内
部
陣
智
者
の
た
め
の
職
菜
訓
鯉
謂
盲

増
設
し
'
内
容
を
充
実
す
る
こ
と
､
通
析
施

設
を
併
設
し
た
訓
聾
を
増
や
す
こ
と
｡

⑦
賀
を
理
由
に
解
雇
し
た
り
'
退
職
を
強

要
し
な
い
こ
と
.

⑧
町
機
能
陣
e
.
巻
の
職
域
配
選
に
つ
い
て
は
･

そ
の
適
正
に
見
合
っ
て
行
な
い
〝
温
憎
的
差

別
〃
は
し
な
い
こ
と
｡

⑨
陣
智
者
の
婁
開
始
に
必
要
な
低
利
蟹

を
す
る
こ
と
｡

㈲
そ
の
他
の
要
求

①
腎
鳩
病
児
に
対
す
る
完
全
を
教
育
保
障
体

制
憂
す
る
こ
と
｡

②
各
透
析
医
療
鴇
関
に
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
を
配
足
し
'
社
会
梁
狩
の
活
用
や
'

患
者
の
心
理
的
縫
楢
的
相
減
に
応
え
ら
れ
る

体
制
を
つ
く
る
こ
と
｡

●
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総　会　宣　言

私たちはきよう･医蝶保険制度をはじめとする医鮒呆障,社会保障制度の全面的な後退

が政府によって押しすすめられようとしているかつてない厳しい状況の下で,全道の患者,

会員が参加して第7回総会を開催しました｡

総会では,いま国会で審議中の健酎呆健制度の｢改革｣案なるものが,息%,国民の経

済的負担を強化し･患者の受診の機会を奪い,病気の予防や健康の保持･増進を妨げ,医

蝶の現場に貧富の差による差別を持ち込む大改悪であると,また医療保障の後退にとどま

らず･戦後の国民的運動によって不十分をカゞらも拡充させてきたわが国の社会保障制度の

全面後退につながるものとの,強い憤りと批判と憂慮の声が出されました｡

また総会では,医軒保険制度社会保障制度をはじめとする社会保障制度の後退が,腎臓

●病･腎不全問題の解決にとって重大を囲雄を生み出しつつあるとの強い懸念が表明されま
した｡

透析医療技術の進歩によって･延命することが十分可能になっただけでなく,社会復帰

を当然の前提とする透析医蝶が定着してきたにもかかわらず,腎機能障害者を受け入れる

職場が極めて狭められて･ ｢完全参加と平等｣の実現を阻んでいることにも,強い不満の

声が出されました｡

私たちは･腎臓病の予防から治軌研究･患者の社会複帰にいたる｢腎疾患総合対策｣

の早期確立を求めます｡

私たちは･現状でさえ不十分な医療保障制度を改悪し,患者の医療を受ける権利を阻も

うとすることに反対します｡私たちは疾病の予防や,すべての国民が掛斉的を心配をする

ことなく健康の保持･増進が保障されるような医療保障制度の英の改革を要求します.

私たちは, r%康で文化的な生晴を営む｣ことが,窟法で保障された国民の権利であるこ

とを改めて確認します｡

●1 1L.';.'l" 3- ∴1∵二.･L:::'::. :･ ,_:.1∴㌍∵∴■l;･.ニー∴了.{:FJ'･_:辛

そして何よりも私たちは･病人や障害者や子供や老人を大切にする社会とは相入れない

戦争に反対し,平和な社会をのぞみます｡

私たちは･この総会を機に･決意を新たにして全道2.500人の仲間と固く手をとりあ

い･全道の患者団体をはじめ道民各層の人々と連帯して,｢腎疾患総合対利の確立と同時

に｢ゆたかを医蝶と福祉｣を求めて運動をすすめていくことをここに宣言します0

1984年6月10日

北海遺骨鹿病患者連絡協議会

第7回総会
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●

健
保
改
悪
　
-
　
正
念
場
を
迎
え

国
会
審
議
混
沌
の
様
相

廃
案
め
ざ
し
､
反
対
行
動
を
/

健
康
保
険
法
改
正
を
め
く
る
国
会
の
動
き
は
'

五
月
二
十
三
日
の
会
期
末
に
き
て
緊
迫
化
L
t
過

に
自
民
党
は
野
党
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
強
行
採

決
を
行
な
い
､
七
十
七
日
脚
の
会
則
廷
蚊
を
決
定

し
た
｡
中
田
根
内
閣
の
以
東
穿
法
案
と
し
て
'
成

立
を
あ
く
ま
で
期
す
与
党
と
'
ま
た
あ
く
ま
で
反

対
の
九
.
糊
を
と
る
野
党
と
'
川
法
案
を
め
く
っ
て

与
野
党
の
き
び
し
い
政
治
対
決
と
化
し
t
i
T
h
党
内

の
反
義
派
浦
山
の
弛
向
と
併
せ
て
､
今
後
の
解

消
の
松
柏
が
'
各
方
面
か
ら
見
守
り
れ
て
い
る
D

今
捕
食
に
班
案
さ
れ
た
健
保
策
の
審
油
状
況
を

粒
り
返
っ
て
み
る
と
'
五
十
九
年
度
千
第
が
成
立

し
た
あ
と
'
例
月
三
日
､
衆
議
院
太
人
毛
附
に
於
て
'

相
生
大
臣
が
ら
法
案
の
趣
旨
脱
明
が
行
な
わ
れ
'

各
党
の
代
お
餅
従
の
あ
と
t
 
a
:
月
五
日
に
'
社
会

ガ
働
香
山
会
に
林
台
を
移
L
t
.
･
=
び
相
生
大
臣
か

ら
拙
東
児
由
脱
明
が
行
な
わ
れ
た
o

こ
の
法
案
に
対
し
'
四
月
十
二
日
か
ら
本
格
的

解
派
に
は
い
り
'
自
叫
社
会
が
然
別
'
十
九
日

に
は
公
明
'
民
社
が
そ
れ
ぞ
れ
質
問
に
立
っ
た
o

こ
の
切
'
寒
流
日
程
か
ら
み
て
'
全
州
内
成
立

が
閃
難
と
み
た
政
肘
'
白
山
党
は
､
三
役
な
ど
国

会
関
係
機
関
の
代
滋
が
姓
ま
り
'
な
ん

と
し
て
も
'
こ
の
必
妾
法
案
で
あ
り
'
中
>
3
槻

内
明
記
椛
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
し
て
野

党
や
医
師
会
と
の
妥
協
点
や
'
修
正
糊
過
に
応
じ

て
も
収
立
さ
せ
る
空
歳
認
し
た
o

五
月
九
日
､
参
考
人
か
ら
悪
鬼
聴
取
を
す
る
た

め
'
日
経
連
代
炎
､
食
凶
市
簸
三
井
成
意
比
)

と
松
神
代
々
同
封
代
炎
'
ア
ジ
ア
大
数
按
'
さ

ら
に
日
医
代
滋
の
四
氏
(
反
対
忠
生
　
か
ら
､

そ
れ
ぞ
れ
造
出
を
聴
桝
し
た
｡

五
月
十
日
に
は
'
各
党
の
照
雄
で
残
っ
た
共
咋

杜
は
適
か
ら
の
i
l
鎚
が
な
さ
れ
た
｡

こ
の
よ
う
に
'
祉
令
ガ
働
脊
日
食
で
の
s
T
=
減
が

各
党
l
巡
し
た
が
､
白
は
鬼
は
潜
流
の
促
進
を
主

弼
野
党
は
他
の
松
山
法
案
の
♯
講
を
野
球
'
描

し
合
い
が
つ
か
な
く
'
本
香
い
会
が
開
け
ず
､
埋

梅
人
孝
与
野
党
の
古
見
か
対
立
し
て
い
た
が
'
自

民
党
は
五
月
十
五
日
､
叩
独
で
理
空
毒
開
き
､

大
我
､
地
力
行
政
碗
番
目
合
と
の
埋
合
鍵
允
を
五

日
十
六
日
に
帆
く
僻
を
決
起
し
た
た
め
'
即
鬼

が
態
雌
を
硬
化
し
た
t
 
H
出
発
が
､
辿
4
日
傭
允

の
取
り
消
し
と
陳
謝
を
行
い
'
一
応
収
拾
を
み
た

が
そ
の
後
､
寄
り
合
は
閲
か
れ
ず
に
推
移
し
た
｡

こ
の
g
(
由
会
の
会
期
末
が
迫
り
'
与
野
党

此
し
合
い
が
つ
か
な
い
ま
ま
'
日
比
党
が
新
自
由

ク
ラ
ブ
と
共
に
七
十
七
日
附
の
会
期
廷
出
(
八
月

八
日
ま
で
)
を
強
行
決
延
し
た
こ
と
か
ら
'
全
軒

先
が
強
く
.
.
逢
し
'
垂
舷
捜
苦
な
や
た
o

与
野
せ
話
し
合
の
糊
も
な
く
推
移
し
て
い
る
な

か
'
爵
松
竹
柏
が
ロ
ン
ド
ン
の
サ
ミ
ノ
ト
に
六

E
:
五
日
出
嘩
こ
の
叩
与
党
で
は
E
仝
柿
間
の

施
し
合
い
が
さ
れ
た
が
'
首
相
の
伸
也
を
締
っ
て

の
状
触
と
な
っ
た
｡

六
円
十
三
日
､
首
相
が
サ
ミ
ノ
ト
か
ら
榊
2
.

卜
四
日
に
は
'
相
聞
の
指
し
合
い
の
一
つ
と
な
っ

た
政
治
蒜
脱
越
が
1
応
'
与
野
党
が
(
=
恋
し
'

決
耕
し
た
こ
と
か
ら
'
十
五
日
､
蓋
で

甘
粕
の
サ
ミ
ノ
ト
繋
日
を
行
う
こ
と
で
莞
'
{
国

会
は
約
二
週
間
ぶ
り
に
正
常
化
さ
れ
'
健
保
寒
な

ど
机
要
法
案
の
取
り
扱
い
で
､
再
び
攻
防
が
繰
り

広
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
o

社
会
ガ
働
瀦
日
食
も
六
月
二
十
l
目
か
ら
開
か

れ
'
各
党
の
質
姓
も
二
巡
臼
に
入
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
o

L
か
し
'
自
民
史
が
七
月
五
日
の
費
目
会
で
強

い
抜
決
す
る
と
の
う
わ
さ
も
流
れ
'
人
′
後
の
審
議

の
推
移
に
は
目
を
離
せ
を
い
状
態
と
な
っ
て
い
る
｡

健
保
改
悪
反
対
謙
欝
､
意
見
書

道
内
-
/
3
市
町
村
が
採
択

健
保
改
感
案
が
拙
策
さ
れ
て
か
ら
'
こ
れ
の
成

止
を
阻
止
す
る
戊
対
講
が
帖
広
く
行
な
わ
れ
て

い
る
が
､
市
町
村
姥
あ
陳
佃
壷
k
F
=
の
碓
軌



を
難
病
迎
･
吸
着
･
義
孝
･
医
凍
関
係
の

間
作
･
障
害
者
凹
休
符
か
ら
婆
始
め
全
市
町

村
(
二
百
十
1
1
)
頒
会
に
拙
出
さ
れ
､
現
在
ま
で

判
明
し
た
と
こ
ろ
で
は
'
聾
始
め
士
ハ
市
'

五
十
T
町
'
三
村
が
反
対
疎
叩
意
見
F
:
を
採
択

し
た
.
人
達
不
托
訳
は
斉
茂
別
町
と
秩
父
別
の
二

町
だ
け
で
あ
る
o

自
筆
に
よ
る

要
請
ハ
ガ
キ

国
会
議
員
へ

国
人
草
の
健
保
の
寄
浦
は
､
い
よ
い
よ
重
な

段
桁
に
さ
し
か
か
り
ま
し
た
o
政
府
は
､
将
生
S
:

の
人
事
を
全
て
凍
結
し
て
ま
で
も
'
こ
の
法
全
盲

通
そ
う
と
し
て
い
ま
す
.

も
し
､
参
は
院
で
否
決
さ
れ
て
も
法
案
は
成
立

す
る
こ
と
が
孝
そ
り
れ
ま
す
o

忠
者
･
宮
族
の
多
く
の
阿
牡
を
少
し
で
も
解
決

し
､
医
療
と
福
祉
の
前
漣
を
棚
っ
て
消
動
し
て
い

る
わ
れ
わ
れ
瓜
著
聞
体
と
し
て
の
晴
動
の
共
価
を

問
わ
れ
る
時
で
す
｡

ど
う
か
収
著
･
i
l
h
.
1
･
家
族
の
み
な
さ
ん
の
こ

協
力
を
お
殿
い
い
た
し
ま
す
o

宛
先
を
確
止
し
､
一
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
の

反
対
ハ
ガ
キ
を
F
]
い
て
下
さ
う
｡
い

文
面
に
は
①
健
横
付
膜
法
の
改
正
警
廃
案
に

し
て
下
さ
い
D
②
間
代
の
生
命
と
生
q
:
管
套
う

健
庸
保
険
の
故
意
に
反
対
し
ま
す
.
③
自
由
港
媒
'

差
別
医
蝶
へ
の
泊
を
開
く
健
保
改
恵
に
絶
対
反
対

患
者
･
国
民
負
担
増
､
差
額
徴
収
の
合
法
化
を
招
く

健
保
大
改
悪
案
の
撤
回
を
求
め
る
要
諦
書

同
比
の
医
蝶
も
尊
る
た
め
志
の
ご
努
力
に
敬
在
を
点
し
ま
す
｡

中
門
根
内
閣
は
今
廻
ぶ
に
公
約
速
奴
の
賃
晩
改
案
を
出
し
ま
し
た
｡
と
こ
ろ
が
そ
の
内
容
は

｢
健
保
義
満
組
人
日
本
人
の
八
測
餌
付
嫉
則
｣
に
加
え
て
同
保
科
空
け
に
つ
嘉
る
南
山
へ
の

何
帖
補
助
金
大
棚
削
減
｣
'
君
舶
ベ
ノ
ド
｣
や
大
志
臨
写
の
｢
.
:
唆
医
琳
｣
に
た
い
し
･
｢
義
徴

収
の
人
目
法
化
を
も
り
こ
む
等
.
ま
計
れ
爪
糊
と
公
的
庚
蝶
保
検
制
畦
の
朋
堺
を
招
く
求
大
な
改
委

と
な
っ
て
い
ま
す
｡

八
人
に
一
人
が
･
.
S
式
と
い
わ
れ
る
今
=
'
同
比
の
挺
蝶
･
福
響
寺
る
i
l
.
糊
を
菅
･
こ
の
改
懸

案
撤
川
の
た
め
に
ご
尺
､
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
要
消
し
ま
す
｡

/
な
ど
各
自
の
考
え
を
古
い
て
下
さ
い
o
な
お
文

末
に
｢
ご
返
平
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
｣
と

追
加
し
て
下
さ
い
o

宛
先
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0
年
代
後
半
に
二
割
に
統
l

[
鳳
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
発
表

相
生
粥
は
関
り
二
十
七
日
､
衆
議
院
廷
弟
棚

番
〓
会
規
空
･
A
L
l
対
し
､
野
党
側
が
強
く
求
め
て

い
た
医
琳
政
茶
の
妓
糊
ビ
ジ
ョ
ン
と
も
い
う
べ
き

r
入
超
の
挨
棟
政
策
の
非
本
的
方
向
(
相
生
祁
試

筆
-
二
十
諒
紀
を
め
ざ
し
て
】
を
超
が
し
た
o

こ
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
は
野
党
側
が
そ
の
=
+
糊
拙

示
き
し
ぞ
っ
て
諌
め
て
い
た
も
の
C

こ
の
野
党
側
の
案
に
対
し
て
渦
部
吋
棚
も
'

そ
の
必
要
作
を
認
め
'
こ
れ
羊
で
に
も
｢
同
比
の

健
慧
池
盲
向
と
て
い
く
繁
か
ら
'
医
磯
保

険
の
み
を
第
㌧
棋
I
S
の
千
,
i
.
健
煉
州
進
'
灰

蝶
供
紛
体
制
な
ど
鵬
広
い
立
糊
か
ら
検
柑
し
て
い

る
｣
'
｢
妓
券
棚
番
日
食
の
瀬
議
が
l
巡
L
t
番

目
妓
か
ら
の
命
令
が
あ
れ
ば
示
す
｣
な
ど
と
し
て
､

拙
出
を
約
束
し
て
い
た
｡

医
療
升
規
模
の
適
正
化

負
担
と
給
付
の
公
平
化
掲
ぐ

今
回
哩
が
さ
れ
た
長
押
~
ビ
ジ
ョ
ン
は
'
こ
の
よ

う
な
け
相
の
労
り
を
師
事
見
て
ま
と
め
ら
れ
た
も

に
伴
い
'
何
鼓
琳
照
が
増
大
轟
け
る
中
で
'

人
生
八
0
1
第
:
致
.
i
L
!
適
応
し
､
二
十
l
世
紀
に

わ
た
る
阿
比
の
啓
と
兜
命
を
守
る
捕
ぎ
な
い
保

健
医
蝶
政
策
桑
す
る
｣
と
い
う
カ
針
の
も
と
'

そ
の
た
め
の
非
林
政
顎
と
し
て
'
の
生
椎
を
通
じ

た
健
煉
づ
く
り
の
推
進
､
6
地
域
択
蝶
を
慧
す

る
た
め
の
医
磯
供
給
体
制
の
解
愉
'
④
絹
米
に
わ

た
る
朕
棚
臓
鼠
横
の
適
托
化
'
④
県
城
保
険
に
わ

け
る
節
付
と
G
m
の
公
平
化
-
の
叩
つ
を
目
標
に

拙
げ
て
い
る
｡

そ
し
て
こ
の
叩
大
目
標
を
実
現
す
る
た
め
に
､

･
川
は
健
嘩
つ
く
り
対
策
の
推
準
と
し
て
､
①

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
応
じ
た
地
域
､
職
域
を
油
じ

る
健
煉
州
準
状
賊
子
S
F
･
総
京
急
嫌
づ
く

｡
の
推
進
､
e
老
人
保
健
部
柴
に
よ
一
品
人
l
S
対

慧
計
桝
的
推
進
二
〇
年
関
を
目
途
に
門
が
ん
'

芸
‥
か
ん
の
死
亡
･
u
n
i
･
:
.
`
測
滅
'
脳
卒
中
発
生
鮮
の

半
準
対
が
ん
一
〇
ヵ
年
整
馳
略
に
雪
く
が

ん
対
顎
の
推
進
'
徳
川
神
衛
生
柵
B
J
Y
=
董
人

対
節
の
充
米
語
刑
神
保
健
対
顎
の
推
挙
を
劫
｡

医
師
数
見
直
し
は
6
0
年
度
以
降

医
療
機
関
の
健
全
経
営
確
保
も

･
医
将
棋
練
体
制
の
較
僻
耳
と
し
て
は
､
①

地
域
直
税
供
締
体
制
の
吸
備
(
地
域
医
横
溢
の

璽
=
医
完
関
の
ネ
ノ
ト
-
ク
化
､
特
に
プ

ラ
イ
マ
リ
ー
ケ
ア
一
叢
視
'
捕
床
の
q
t
秩
け
な
相

加
の
抑
制
と
そ
の
嘩
比
梨
-
地
域
偏
在
の
解
消
'

:
掟
の
オ
ー
プ
ン
化
と
斑
蝶
磯
節
の
共
同
利
用
の

促
等
)
､
@
挺
帥
及
び
㈱
科
庚
仰
の
薙
収
の
光

れ
し
請
来
の
.
&
機
知
要
に
即
応
し
た
灰
師
軟
の

埠
L
J
r
t
L
=
六
卜
絃
虚
以
降
'
挺
帥
及
び
柵
料
挺
榊

の
生
抑
赦
付
の
光
架
空
'
③
挺
磯
機
関
の
健
全

W
.
～
:
:
;
の
確
保
戻
蝶
の
持
駅
に
応
じ
た
税
別
､
食

草
及
び
床
榔
槻
関
の
嘩
叫
効
率
の
促
準
､
④

･
E
祭
推
柴
の
健
全
な
群
成
t
e
尻
轍
と
祁
祉
の

碓
畑
作
糸
の
光
れ
し
(
S
.
閑
毒
､
デ
イ
･
b
ア

竹
花
宅
対
顎
の
推
進
t
l
E
僻
施
頂
と
祁
祉
預
の

体
系
,
い
わ
ゆ
る
中
州
施
泊
の
検
討
)
-
轟
げ

て
い
る
｡財
源
は
〟
財
政
明
野
で

ま
た
即
党
側
が
梓
に
関
越
と
し
て
取
り
h
げ
た

東
棟
保
険
馴
鹿
の
改
革
"
に
つ
い
て
は
t
G
H
ハ

十
毒
･
に
医
療
保
険
の
節
付
管
見
利
和
健

で
統
l
す
る
と
と
も
に
､
①
負
州
に
つ
い
て
も
同

時
に
伺
保
を
含
め
全
挺
棟
保
障
制
度
の
財
沖
の
調

倍
額
爪
に
つ
い
て
制
度
化
を
困
る
-
と
い
う
‖
棟

を
拙
げ
'
管
,
の
璽
非
と
し
て
今
川
の
健
保
改

奮
川
合
に
推
察
し
た
こ
と
を
強
凋
｡

@
]
:
如
境
港
焚
支
給
制
度
に
つ
い
て
は
そ
の
矛

爪
を
組
め
つ
つ
も
'
廷
夜
換
霧
全
体
の
動
向

を
考
膿
し
っ
っ
'
昭
型
ハ
十
鑑
鹿
以
降
'
官
計
の

挺
蝶
買
爪
能
力
に
よ
｡
適
切
に
対
処
す
る
仕
和

み
を
改
薄
す
る
-
と
し
て
い
る
｡

出
来
高
払
い
制
は
堅
持

技
術
室
視
の
体
系
へ



医
棟
保
険
制
度
の
改
革
で
は
こ
の
ほ
か
'
〃
診
蝶

報
醐
体
系
の
改
好
〝
と
し
て
'
人
鬼
的
轟
蝶
報

酬
体
系
の
確
立
の
た
め
①
川
薬
‥
…
払
力
式
の
維
持

と
欠
点
の
峯
比
-
を
川
る
こ
と
を
H
横
に
､
6
.
医

蝶
に
お
け
る
桁
姻
韓
穐
面
の
前
視
顎
に
よ
り
プ
ラ

イ
マ
リ
ー
ケ
ア
及
び
花
宅
配
蝶
の
催
適
を
阿
る
'

③
技
術
料
前
祝
の
誇
轍
報
酬
体
系
垂
す
る
こ

と
と
L
t
秀
頼
科
的
布
の
･
T
･
門
柁
術
等
の
適
i

な
評
価
を
行
う
､
の
薬
つ
け
､
権
現
つ
け
や
第
適

切
な
朕
蝶
姦
す
る
'
㈲
民
轍
機
関
の
安
達
し

た
埠
:
諒
恕
の
鷲
を
阿
る
泰
価
輩
は
極
力

市
糊
価
格
を
放
映
し
た
も
の
に
李
買
う
濁
正
化

に
努
め
る
)
I
こ
と
を
崩
っ
て
い
る
O

こ
の
間
雌
で
は
ま
た
､
診
蝶
報
酬
の
不
築

芯
を
排
除
す
る
た
め
､
"
柿
沖
覧
碓
別
の
充
炎

タ
を
題
い
t
Q
仙
術
レ
セ
プ
ト
の
票
潜
流
の

実
確
雷
覧
荊
当
職
日
の
如
何
的
な
岬
.
;

と
'
郷
関
医
細
川
の
謹
苛
に
よ
る
桁
姫
的
J
体

制
の
慧
'
④
保
臓
医
磯
機
関
苛
の
杓
漣
の
在
り

カ
の
妃
托
し
-
古
拙
げ
て
い
る
.

こ
の
ほ
か
ピ
ン
ヨ
ン
で
は
科
.
‥
L
L
婚
約
の
目
覚
し

い
准
琴
を
反
映
し
て
､
〟
先
端
婚
約
の
研
究
開
発

の
等
″
と
し
て
'
①
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

F
.
先
端
指
術
の
研
血
両
党
の
促
進
と
保
欝
糖
分

即
へ
の
泊
用
'
6
f
=
州
債
仰
報
処
甲
ン
ス
テ
ム
の
朋

発
と
保
欝
蝶
分
野
へ
の
抑
柚
的
婦
人
へ
④
牡
的

作
疾
瓜
の
診
断
的
琳
力
法
に
関
す
る
研
究
の
推
進
'

暫
芙
叩
と
倫
理
に
対
す
る
同
比
的
合
･
A
e
形
成
-

も
加
っ
て
い
る
｡

こ
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
哩
が
に
当
た
っ
て
碓
粘

り
棚
は
頗
誠
を
先
考
ビ
ジ
ョ
ン
作
伐
の
締
約
'

内
辞
t
m
い
な
ど
を
脱
明
し
な
が
ら
､
｢
試
案
の

過
日
を
広
く
各
方
面
に
ご
用
解
軌
う
と
と
も
に
(
′

回
の
質
改
ー
E
も
冷
め
'
三
根
紀
を
‖
さ
し

た
灰
頼
政
帯
の
機
関
に
何
代
芥
E
=
の
r
J
協
力
を
お

軌
い
し
た
い
｣
と
協
力
を
訴
え
た
が
'
(
′
回
の
ビ

ジ
ョ
ン
は
'
財
政
当
局
と
の
詣
し
合
い
'
与
党
･

日
比
発
と
の
胴
紫
を
経
な
い
ま
ま
叩
生
粥
の
"
北

米
″
と
し
て
､
健
保
改
正
案
の
解
消
促
進
を
狙
っ

て
出
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
-
と
の
火
力
も
あ
る
.

懸
阻
止
を
し
な
け
れ
ば
孝
r
な
く
'
今
ほ
ど
箕

摺
物
の
北
楢
を
問
わ
れ
て
い
る
咋
は
を
い
の
で
･

よ
り
l
桝
の
用
紙
と
努
力
を
強
く
お
断
い
し
ま

す
｡
｣
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
.
轟
'
祝
喝

メ
ノ
セ
ー
ジ
推
花
と
枕
き
'
耕
堺
に
入
り
ま
し
た
o

午
後
か
ら
は
T
I
T
つ
の
分
科
会
が
あ
り
'
私
は
郡
山

分
科
(
医
#
)
に
参
加
し
､
町
村
益
促
進
の
閉
域

で
は
t
W
転
免
杵
証
交
付
の
際
に
繋
糾
し
て
も
ら

ぅ
W
菊
と
'
貴
賓
族
か
ら
率
先
し
て
行
う
解
が

相
識
さ
れ
ま
し
た
｡
ま
た
､
那
灼
払
L
協
で
は
､

月
二
､
]
T
l
回
(
畠
の
和
で
町
費
欝
か
範
浦
和
を

行
っ
で
い
る
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
o
さ
ら
に
'

蟹
賀
挺
買
収
･
=
t
.
院
の
類
従
促
適
が
上
げ
ら
れ

て
い
ま
し
た
o
稔
人
命
‥
J
が
採
択
さ
れ
､
午
後
四

叩
無
市
警
は
終
了
し
ま
し
た
o

第
1
4
回
全
腎
協
総
会
に
参
加
し
て

札

幌

腎

友

会

　

堀

　

井

　

和

　

彦

.
芹
二
古
'
花
戯
れ
の
中
学
川
向
全
作
　
　
午
学
咋
山
｡
食
詰
型
畠
の
嬰
の
扶

協
撃
が
'
今
川
か
ら
T
.
二
〇
六
名
の
宗
を
　
学
撃
が
管
ま
し
た
0
㍍
念
換
怠
よ

∴

.

=

?

.

.

:

.

I

_

:

･

･

.

∴

.

･

･

.

一

｡

.

叶

.

舛
食
を
は
さ
み
無
琳
総
会
が
終
る
ま
で
の
六
細

別
は
､
私
に
と
っ
て
籾
め
て
の
経
験
で
も
あ
り
'

新
た
に
こ
れ
か
ら
の
ほ
軸
を
兇
托
す
良
い
機
会
で

あ
っ
た
と
H
心
い
ま
す
｡
稚
々
の
関
税
と
し
て
､
こ

れ
か
ら
の
床
蝶
問
樹
や
､
祉
入
超
柑
'
そ
し
て
会

の
捕
勅
と
云
う
テ
ー
マ
は
残
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
･

T
人
7
人
の
力
は
朗
い
け
れ
と
も
二
日
今
日
で

=
敢
川
結
す
れ
ば
行
政
も
動
か
せ
る
力
長
押
出

来
る
と
確
目
し
､
又
こ
の
日
心
い
を
来
年
岡
山
で
附

か
れ
る
第
十
托
回
食
,
､
仏
総
会
へ
つ
な
げ
る
様
に

と
心
に
搾
い
'
北
和
泊
に
仰
っ
て
米
ま
し
た
｡
今

回
の
什
巾
崖
を
さ
せ
て
'
S
け
た
餌
様
に
感
謝

し
'
父
こ
れ
か
ら
も
T
人
で
も
多
く
の
人
が
4
再

協
総
会
に
奉
加
山
来
る
柚
に
'
断
っ
て
お
り
ま
す
.



透析患者に希望の光

道腎臓パンク正式発足
道腎移植センターとも連携

統祝脚野

登責撞正鍵舘

●

泊
北
郷
僻
が
進
め
ら
れ
て
い
た
柑
T
L
=
法
人
｢
北

海
近
付
(
ジ
ン
)
帆
パ
ン
ク
｣
森
野
苧
武
井
正

れ
北
沖
用
布
銚
行
祉
垂
は
､
.
<
月
二
十
八
日
､

迫
知
叫
の
e
<
:
･
t
.
許
可
を
せ
け
'
正
式
に
鋸
足
し
た
.

桝
パ
ン
ク
は
'
十
万
人
を
‖
操
に
ジ
ン
岨
楳
話

の
溌
蝕
を
進
め
る
右
､
八
日
に
札
幌
に
㈹
設
千

速
の
シ
ン
移
析
セ
ン
タ
-
と
推
挽
し
て
'
人
工
透

析
敗
市
へ
の
ジ
ン
脱
移
桝
を
推
進
し
た
い
と
し
て

お
り
'
広
く
1
L
約
に
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
る
o

シ
ン
脱
蛸
は
'
人
工
逮
折
や
人
工
シ
ン
脱
の
作

用
に
よ
っ
て
も
光
泊
が
難
し
く
'
槻
木
的
蝶
と
し

て
の
ジ
ン
移
桝
の
必
紫
性
が
以
机
か
ら
指
摘
さ
れ

て
い
た
｡
税
咋
通
析
治
棟
を
せ
け
て
い
る
瓜
瀬

は
'
冶
内
に
二
千
九
1
6
-
三
千
人
〇
七
'
八
咋
後

に
は
二
代
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
る
｡
し
か
し
'

こ
れ
ま
で
の
栄
の
孫
例
は
.
弘
I
ず
o

九
〇
%
以
上
が
親
族
か
ら
の
幌
器
松
桝
だ
っ
た
o

ジ
ン
脱
パ
ン
ク
は
'
焚
肋
人
l
G
の
箕
轟
(
紘

人
二
万
,
,
;
.
偶
人
1
L
万
円
)
に
よ
り
準
1
.
i
さ
れ
'

こ
れ
ま
で
に
姓
ま
っ
た
篭
は
三
千
二
日
ガ
M
c

う
ち
'
二
千
円
百
.
力
日
義
食
1
1
才
#
.
八
百
万
円

を
嘩
:
:
I
:
に
充
て
る
｡
半
量
は
死
接
ジ
ン
威
拙

伐
木
の
牧
以
推
進
｡
四
月
末
現
在
.
す
で
に
l
手

六
G
l
l
人
が
熊
川
を
終
え
て
い
る
o
た
だ
､
楳

瀬
と
瓜
満
の
ジ
ン
脱
の
〝
相
性
〃
な
ど
の
問
越
が

あ
る
た
め
､
#
際
に
移
桝
に
利
用
で
き
る
の
は
止

i
7
の
け
川
打
･
L
l
t
-
i
.
I
+
帆
.
㌦
L
J
T
J
･
川
･
 
'

ン
ク
は
'
本
年
度
中
に
六
千
人
'
将
来
は
十
ガ
人

を
目
標
に
'
詰
瀬
を
ふ
や
し
た
い
考
え
だ
G

ま
た
'
相
生
邪
の
耶
盤
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い

る
ヤ
八
札
幌
･
.
S
院
･
ジ
ン
脹
移
柄
セ
ン
タ
ー
が
八

円
に
オ
ー
プ
ン
す
る
と
へ
沼
内
の
ジ
ン
脱
移
榊
は

火
き
く
榊
進
す
る
｡
向
セ
ン
タ
-
は
'
移
桝
手
術

の
は
か
に
移
桝
垂
満
に
関
す
る
川
粒
の
収
f
(

恨
狸
に
当
た
る
た
め
'
松
伏
市
を
リ
ス
ト
ア
ソ
ブ

し
て
い
る
ジ
ン
脱
パ
ン
ク
点
描
す
る
こ
と
に
よ

り
'
牧
方
の
川
報
が
蝦
理
さ
れ
'
移
榊
ま
で
の
手

紙
さ
が
グ
ン
と
円
附
化
さ
れ
る
0

た
だ
､
死
の
倫
和
船
'
岨
茄
移
柚
の
準
え
方
で

倣
米
と
醐
た
り
の
あ
る
わ
が
川
で
は
'
ジ
ン
嘩
ハ

ン
ク
へ
の
謂
解
は
ま
だ
ま
だ
不
足
ご
J
の
た
め
､

同
ハ
ン
ク
は
今
後
'
浦
婆
亭
ハ
ン
プ
レ
ノ
ト
を

通
し
て
群
発
捕
物
も
進
め
る
｡

少
思
川
は
'
札
幌
小
m
巾
央
1
i
l
些
内
七
'
か
か

わ
だ
ビ
ル
.
(
伯
)
良
(
2
6
r
･
)
2
0
3
3
｡

轡!
鵬
窮
.
T
I
の
開
設
を
記
念
し
て

招
指
フ
l
,
,
(
F
h
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

全
道
民
に
理
解
と
協
力
を
〃
‥

愈
々
待
ち
部
ん
で
い
た
二
つ
の
組
織
が
本
年
度

正
式
に
発
足
す
る
o

l
つ
は
､
す
で
に
五
月
二
十
八
日
に
退
知
邪
よ

り
正
式
に
相
川
法
人
と
し
て
認
可
さ
れ
た
北
海
迫

町
税
バ
ン
ク
O
こ
れ
は
一
年
前
か
ら
'
医
師
'
金

畝
関
係
'
マ
ス
コ
ミ
会
社
t
L
が
発
起
人
と
な
っ
て

薫
を
す
す
め
'
三
千
二
百
万
円
が
こ
の
ほ

ど
処
ま
っ
た
o
う
ち
l
亨
四
百
万
円
を
巷
本
財
座
'

八
百
万
円
を
嘩
:
E
涙
金
に
充
て
る
o

主
義
は
死
後
付
脱
推
供
省
の
空
似
推
進
'

で
今
年
は
六
千
人
(
.
J
皇
三
千
六
百
金
鴬
川
)

将
米
は
十
万
人
を
良
に
し
て
い
る
｡



キャラバンキャンペーン日程表

◎第1次キャンペーン

穿日日　7月24日(火)

65km　9:30 25km ll:00 25km 12:00 44km 2:20 58km 4:00 20km 4:50 13km 5:40

札幌-苫小牧-鵡川-平取-日　F:･:i-消水-芽室-帯広
8:鵬　10:30　11:30　1:2咽　2･50　　4:30　　5:20　　6:401冷

第2日　7月25日(衣)

13km　9:20 25km 10:20 10km ll:00 27km 12:00 14km 1:40 30km 2:40

帯広-幕別-豊頃-浦幌-音別-白糠-釧路
9二00　　9:50　10･50　11:30　1:20(柑　2:10　　3:40@HD

●第38 7月26日`木)
30km 8■40 37km　9:50 59km ll:20 20km 1:00　7km 1:40 24km 3:10 90km 5:00

釧箱-鶴居-弟子屈-美幌-端野-北見-留辺事-上川
穴　●　rLll8:006:00　9

-一望虹旭　川

7:Oo㊥

10　10:20　　0:40@　1 :30　　2:40　　3:40　　5:30

篤4日7月27日(金)

･一一二∴一一二∴二･∴一二∴｣‥一　二､_

言｡:103:50130.LilOS:2.ll:20　0:20⑯ 1:00　1‥40　2
-岩見沢一札　幌

4 :30　　　　6 :307''(翌口和H D)

◎第2次キャンペーン

第1日8月11 (土)

●札幌竺′J… ‥ 4;竺;o ‥ oiAto =芸-蒜⊥聖=lio,o空wl :芸空('孟:ioi,

宣113琉湛三‥芸還:5:芸12:40f指1:30　2:20
5:20　　　　6:40r砂

窮2日8月12日(日)

函館竺9i50竺Jlll'芸一望L2去li竺三:誌上よ‥3&竺Ji:li_聖三=Si
9二00　10:20　11:30　1:oo 2:20　　3:00　　4:00　　6:00府

第3日8月13日(月)

V-=∴.ニー. ,.･二.よこ.;I:.∴..i
9:00　　10:25　　11:15　　1 :30⑯　　2:45　　　3:30lf
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も
う
1
つ
は
'
市
立
払
拭
院
に
設
置
さ
れ
る

甘
娩
移
柏
セ
ン
タ
ー
'
八
月
盲
オ
ー
プ
ン
が
予

定
さ
れ
て
い
る
｡
セ
ン
タ
-
で
は
'
移
納
手
術
の

移
鯛
希
望
者
(
現
在
道
内
八
百
人
に
関
す
る
梢
報

の
収
畢
盤
理
に
当
る
た
め
'
推
供
者
の
リ
ス
ト

の
あ
る
腎
臓
パ
ン
ク
と
相
撲
す
る
こ
と
に
よ
り
､

両
方
の
佃
報
が
軽
理
さ
れ
､
移
植
ま
で
の
手
続
が

以
前
よ
り
円
滑
化
さ
れ
る
o

わ
れ
わ
れ
､
憎
性
肝
不
全
'
透
析
裳
は
根
治

聾
紬
椎
香
こ
の
二
つ
の
組
織
の
設

置
に
よ
っ
て
大
巾
に
推
進
さ
れ
る
わ
け
で
'
わ
れ

わ
れ
恩
赦
を
こ
う
む
る
婁
何
体
と
し
て
'
こ
の

二
つ
の
組
級
が
'
そ
の
日
的
を
十
分
に
果
す
た
め
､

網
段
を
記
念
し
て
'
多
く
の
退
出
に
移
楯
の
末
梢

と
'
官
服
碗
忍
者
の
苦
し
み
や
悩
み
'
肝
臓
城
の

恐
ろ
し
さ
を
訴
え
'
拙
供
空
似
を
お
餅
い
す
る
こ

と
に
し
て
い
る
｡

一
㍉
∴
'
･
,
i
:
:
:
.
 
:
:
I
.
.

仲
間
を
訪
ね
て

将
来
はレ
ス
ト
ラ
ン

開
き
た
い

七
月
二
十
四
か
ら
帯
広
､
釧
路
､
北
見
'
旭
川
へ

八
月
十
盲
か
ら
小
樽
､
倶
知
安
､
函
館
､
室
蘭
へ

参
加
者
は
希
望
を
募
る

氏
名
　
乙
苫
七
　
年
革
二
十
五
七

葦
例
理
師
住
所
稚
内
市
声
隅
8

逮
蛮
九
年
塗
m
暁
市
立
稚
内
覆

全
役
_
名
護
丁
協
幹
事
稚
内
甘
衣
食
会
長

悪
事
と
守
丁
一

克
時
期
は
'
七
月
二
十
E
l
日
か
ら
二
十
七
日

の
四
日
間
と
八
月
十
一
日
か
ら
十
三
日
ま
で
の
三

日
間
'
五
泊
七
日
を
嘉
し
て
い
る
D

回
る
コ
ー
ス
は
別
衣
の
通
り
で
五
十
市
町
村
に

お
よ
ぶ
'
走
行
キ
ロ
は
1
千
三
百
キ
ロ
で
1
日
平

均
百
八
十
五
キ
ロ
と
な
る
｡

訪
れ
る
市
町
村
に
於
て
は
'
役
甥
や
市
役
所
を

を
妨
間
し
'
関
係
者
に
按
を
訴
え
る
P
R
を
要

哨
中
央
m
や
市
街
地
の
街
鎖
で
チ
ラ
シ
を
配
り
､

マ
イ
ク
で
車
上
か
ら
呼
び
か
け
る
啓
に
し
て
い
る
o

ま
た
､
唖
花
の
新
聞
社
を
訪
問
し
t
 
P
R
の
協

力
を
訴
え
､
透
析
施
段
の
あ
る
所
で
は
､
施
設
を

訪
問
し
'
要
員
と
の
交
流
を
芸
し
て
い
る
.

こ
れ
に
は
､
各
地
方
プ
ロ
ノ
ク
の
雲
合
が
そ

の
地
域
を
駿
と
一
箱
に
行
動
し
て
い
た
だ
き
'
山

大
の
効
果
が
挙
が
る
よ
う
協
力
を
お
餅
い
す
る
こ

と
に
し
て
い
る
｡

暖
の
樹
状
は
､
探
滋
を
含
め
て
四
名
'
う
ち
運

転
手
を
l
名
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
子
宝
し
て
い
る
O

全
凶
で
始
め
て
の
試
み
の
こ
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
'
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
希
望
の
全
日
は
七
月
十
五
E
E

ま
で
'
医
師
の
滞
可
を
糾
た
の
ち
､
弔
梢
局
ま
で

申
し
込
み
を
お
搬
い
し
た
い
の
で
'
泣
非
ご
参
加

下
さ
い
o

一
票
は
?

身
体
に
蜜
網
を
感
じ
個
人
械
院
で
診
て
も
ら

い
す
く
に
市
立
柄
院
へ
入
院
'
三
カ
月
で
札
幌

の
北
辰
病
院
へ
艦
院
二
日
後
腹
膿
湖
涜
開
始
五

後
透
析
桝
姑
｡
血
圧
が
高
く
醜
痛
が
ひ
ど
く
'

備
に
吐
い
て
お
り
ま
し
た
o
一
週
間
で
佐
珠
医

院
へ
娠
院
'
.
(
ノ
ト
で
錨
た
き
り
で
し
た
が
除

々
に
同
税
､
三
カ
月
で
退
院
､
市
内
で
ア
パ
ー

ト
を
さ
が
し
日
放
し
な
が
ら
通
院
､
そ
の
後
旭

川
の
石
田
･
.
S
院
へ
鋸
院
二
年
後
稚
内
の
自
宅
へ

帰
り
稚
内
か
ら
旭
川
ま
で
串
や
汽
車
で
通
院
'

五
十
四
年
か
ら
市
立
稚
内
揃
院
で
週
三
回
五
時

間
通
桁
を
焚
け
て
い
ま
す

二
莞
-
の
日
常
生
活
は
?

旅
飾
'
割
烹
の
調
理
師
と
し
て
　
通
解
後
の

四
時
か
ら
確
の
十
二
時
近
く
ま
で
毎
日
働
い
て

お
り
ま
す
.
主
に
仕
入
'
配
埠
配
膳
で
す
が

弁
当
は
自
伯
を
持
っ
て
お
り
ま
す
Q

I
l
l
等
加
は
り

l
日
お
き
で
l
､
五
-
二
E
二
日
が
l
T

三
.
2

円
立
地
は
ど
う
で
す
か
?

耳
は
水
泳
､
野
球
'
冬
は
ス
キ
ー
ス
ケ
ー
ト

と
健
薯
と
同
じ
位
出
来
ま
す
o
特
に
ス
キ
ー

は
1
線
で
す
o
又
毎
週
月
･
水
に
は
剣
迫
を
l

時
間
半
四
季
を
通
じ
て
や
っ
て
お
り
ま
す
〇

五
日
r
L
]
管
理
で
気
を
つ
け
て
い
る
事
は
?

良
く
食
べ
る
こ
と
で
す
ね
｡
食
べ
な
け
れ
ば

体
力
も
つ
か
な
い
し
動
け
な
い
で
す
ね
｡
そ
れ

に
風
呂
へ
入
る
事
で
す
o
私
の
糊
合
l
回
の
入

浴
で
五
〇
〇
g
減
丑
で
き
ま
す
o

六
全
E
d
の
伸
佃
に
-
育

私
は
夏
の
半
年
は
オ
ー
ト
バ
イ
'
冬
は
パ
ス

で
片
通
八
血
を
通
院
し
て
お
り
ま
す
.
仕
事
は

1
年
分
を
耳
の
半
年
で
働
か
な
く
て
は
な
り
ま



-投稿- 

一日一日を大切に生きる 

釧路市立病院長屋とし子 

せ
ん
の
で
大
変
つ
ら
い
の
で
す
が
働
け
る
だ
け

で
も
倖
せ
で
す
｡
｡

私
の
生
き
が
い
は
家
族
で
す
o
子
供
の
成
典

見
な
が
ら
へ
　
1
楯
に
ス
ポ
ー
ツ
姦
し
み
､
出

来
る
だ
け
多
く
の
思
い
で
を
子
供
に
残
し
て
や

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
.
透
析
者
の
皆
さ
ん

も
生
き
が
い
を
見
つ
け
て
お
互
い
に
が
ん
ば
り

ま

し

ょ

う

O

当
y
私
は
七
人
と
二
人
で
塔
婆
轟
を
と
り

し
き
っ
て
い
ま
し
た
｡

主
人
は
管
確
業
務
､
私
は
凋
理
師
と
し
て
軌
か

ら
晩
ま
で
働
き
通
し
の
生
晴
で
し
た
.
身
体
に
は

人
7
倍
日
日
が
あ
り
'
よ
も
や
瑞
気
に
か
か
る
な

ん
て
思
い
も
よ
ら
ぬ
帝
で
し
た
o

あ
る
日
'
達
期
的
に
開
か
れ
る
札
供
で
の
全
紙

に
出
席
中
'
身
体
に
異
常
な
疲
労
姦
じ
た
の
で
'

故
で
病
院
に
か
か
っ
た
巧
r
i
Z
岨
病
)
と
串
フ

診
断
を
下
さ
れ
ま
し
た
D

右
の
方
が
す
っ
か
り
だ
め
に
な
っ
て
い
た
の
で
､

即
摘
出
と
言
う
形
に
な
り
､
付
紙
に
対
す
る
注
意

事
項
も
一
通
り
教
わ
り
､
生
晴
の
仕
方
､
食
立
春

理
等
の
知
柵
も
覚
え
ま
し
た
.

空
､
透
析
に
入
っ
た
禦
あ
知
経
も
こ
の
時

に
全
村
す
る
事
が
で
き
'
そ
の
面
で
は
入
着
え
れ

ば
透
析
に
対
す
る
心
捕
え
が
♯
わ
れ
た
様
に
思
い

ま
す
｡藁

も
'
自
分
の
思
わ
ぬ
病
気
か
ら
'
断
た
ぎ

る
を
柑
な
く
な
り
､
自
分
の
残
さ
れ
た
人
生
､
残

さ
れ
た
家
族
の
警
思
う
と
共
剣
に
考
え
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
で
し
た
.

仕
事
を
き
ち
ん
と
無
理
L
t
生
活
の
恭
盤
を
と

と
の
え
'
横
井
に
増
念
出
来
る
と
思
っ
た
矢
先
､

主
人
に
先
立
た
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
o

内
科
へ
の
通
院
生
晴
は
こ
の
時
か
ら
続
き
'
い

つ
の
間
に
か
十
五
年
の
月
日
が
流
れ
ま
し
た
o

雇
析
雅
人
｣
と
言
う
曇
の
事
態
に
入
っ
た

嘩
来
る
べ
き
も
の
が
来
た
､
と
請
う
感
じ
で
し

●

た
.
そ
れ
が
今
か
ら
四
年
前
の
事
で
す
.

内
シ
ャ
ン
ト
の
手
術
を
す
る
段
に
な
っ
て
政
回

や
っ
て
も
う
ま
く
行
か
ず
'
手
も
足
も
何
度
切
ら

れ
た
事
か
､
自
分
の
不
運
を
嘆
き
'
こ
れ
守
り
死

ん
だ
方
が
ど
れ
だ
け
ま
し
か
と
思
っ
た
も
の
で
す
o

い
ざ
と
首
フ
時
の
為
に
押
入
れ
の
由
を
ゴ
ソ
ゴ

ソ
と
片
付
け
'
身
の
ま
わ
り
の
埜
理
を
何
ん
と
な

く
は
じ
め
'
故
･
杉
本
婦
長
さ
ん
に
叱
ら
れ
た
も

の
で
す
D
こ
の
姶
良
さ
ん
に
蔭
に
陶
に
何
か
に
力

づ
け
ち
れ
､
今
私
が
生
き
て
こ
こ
に
居
ら
れ
る
の

も
杉
本
婦
長
さ
ん
の
お
か
げ
と
言
っ
て
も
過
汀
で

は
あ
り
ま
せ
ん
｡

運
命
の
戊
肉
と
T
J
う
か
'
あ
れ
琴
蓑
で
働
き

者
の
梅
本
婦
長
さ
ん
が
'
年
上
の
私
通
よ
り
先
に

ア
ノ
と
言
う
間
に
亡
く
李
ら
れ
る
と
は
思
い
も
よ

ら
ぬ
串
で
し
た
｡

今
後
､
何
時
ま
で
生
き
ら
れ
る
か
､
わ
か
り
ま

せ
ん
が
'
娘
も
f
人
前
に
な
り
'
何
も
棄
ず
る
事

の
な
い
現
在
へ
　
1
日
々
々
を
大
切
に
生
き
､
一
人

で
も
多
く
の
方
々
に
相
場
病
の
恐
ろ
し
さ
を
知
っ

て
研
け
た
ら
と
思
い
ま
す
.

退
析
令
の
中
に
'
旭
川
石
田
病
院
で
二
十
l
年

目
に
入
り
'
今
な
お
元
気
で
週
三
回
逆
析
を
し
て

お
ら
れ
る
串
を
知
り
'
心
強
く
思
い
ま
し
た
｡

さ
あ
'
私
も
が
ん
ば
り
ま
す
-
僻
さ
ん
も
-

質
問
コ
ー
ナ
ー

∴
甘
甘
≠
:
･
=
:
i
+
甘
･
I
j

心
停
止
前
に
通
報
を

o
　
歪
に
皇
バ
ン
ク
が
隈
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
､
豪
よ
墨
へ
す
る
よ
う
で

す
が
､
死
体
廿
を
漠
す
る
等
雷
と
し

て
留
意
す
べ
重
点
を
知
り
た
い
｡

A
　
死
体
町
を
松
伏
す
る
時
は
'
心
付
止
に
よ
る

せ
持
医
の
死
J
k
H
i
=
後
'
遺
族
の
同
蓬
を
糾
'
連

体
か
ら
無
菌
的
に
相
磯
の
摘
出
1
1
を
行
い
ま
す
｡
心

呼
止
綾
'
町
抽
出
ま
で
に
帝
大
九
十
分
の
余
裕
が

あ
る
と
r
=
わ
れ
て
い
ま
す
｡
し
か
し
'
三
十
分
以

内
が
確
想
的
と
さ
れ
て
い
ま
す
o

従
っ
て
'
薦
供
の
毒
が
発
生
す
る
可
能

性
が
梓
め
て
大
き
い
瑚
合
は
'
心
呼
山
前
に
通
報

が
あ
れ
ば
'
中
電
生
律
の
処
訳
に
役
立
ち
ま
す
o

そ
の
糊
合
'
も
ち
ろ
ん
'
医
師
と
し
て
隻
の
宮

族
は
じ
め
関
係
瀬
の
心
佃
に
叔
大
腿
に
慰
心
す
る

こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
｡

通
報
す
る
珊
瑚
は
G
矧
矧
捌
肘
村
1
矧
矧

と
挫
供
瀬
と
の
累
投
供
市
の
い
る
･
粥
院
6
.

診
棟
科
冬
木
的
既
氏
草
城
院
柁
所
'
花
油
静

男

矧

矧

1

着

観

相

東
館
イ
ー
の
T
l
.
巾
H
｡

な
お
'
次
の
嬢
息
で
死
亡
し
た
禦
=
の
町
娘
は

移
柄
に
不
適
で
す
o
の
思
惟
ま
た
は
傾
性
の
町
疾

登
日
雀
の
i
=
!
血
托
･
懸
件
廿
品
:
i
l
④
敗
血
･
"
F

城
況
小
味
別
解
肺
嚇
以
外
の
源
作
肺
噸



室
蘭
ブ
ロ
ッ
ク

q4;=.+I

蚕
さ
ん
　
特
別
な
予
見
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
｡

*
通
の
人
の
よ
う
に
生
泊
出
来
れ
ば
と
川
心
っ
て

お
り
ま
す
｡

司
会
　
将
来
の
歩
は
'

天
沼
さ
ん
出
来
れ
ば
子
供
を
生
み
た
い
'
そ
し

て
'
稚
軌
会
で
子
供
と
l
綿
に
弁
三
･
i
を
ひ
ろ
げ

て
食
べ
る
こ
と
か
な
あ
･
･
･
･
･

司
会
　
お
忙
し
い
と
こ
ろ
心
良
く
こ
協
力
を
い
た

だ
き
'
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
｡

こ
れ
か
ら
も
お
互
い
肋
け
合
っ
て
通
析
瓜
話

が
続
く
よ
う
な
甘
虚
を
築
い
て
下
さ
い
｡

透
析
患
者
同
士
の
カ
ッ
プ
ル
誕
生
/

仲
間
に
祝
福
さ
れ
､
新
生
活
ス
タ
ー
ト

釧
路
ブ
ロ
ッ
ク

二
月
十
八
日
土
午
後
六
時
よ
り
伊
漣
市
パ
レ
ス

ホ
テ
ル
に
於
い
て
､
天
沼
　
恩
さ
ん
と
関
沢
玉
枝

さ
ん
が
め
で
た
く
結
締
式
を
あ
げ
ま
し
た
｡

新
柄
ホ
ヤ
ホ
ヤ
の
と
こ
ろ
へ
臨
時
取
材
妊
四
人

で
押
し
か
け
'
｢
お
じ
ゃ
ま
む
し
｣
と
知
り
つ
､
お

′

　

　

l

油
を
聞
い
て
き
ま
し
た
｡

司
会
　
は
じ
め
に
二
人
と
も
ハ
ン
デ
ィ
を
持
ち
な

が
ら
の
結
納
'
太
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
｡

云
梢
さ
ん
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
.

司
会
　
二
人
と
も
両
親
の
反
対
は
な
か
っ
た
の
で

.
し
ょ
う
か
｡

売
将
さ
ん
　
な
か
っ
た
で
す
o

司
会
　
結
婚
し
て
一
軍
つ
れ
し
か
っ
た
こ
と
は

素
さ
ん
　
ま
さ
か
総
柄
出
来
る
と
は
川
岩
を
か

っ
た
か
ら
'
絵
師
出
来
た
こ
と
碑
態
が
う
れ
し

か
っ
た
で
す
o

司
会
　
結
締
す
る
前
と
後
で
の
途
い
な
と
い
か
が

で
す
か
｡

蚕
さ
ん
　
は
り
が
出
て
来
ま
し
た
｡

今
ま
で
は
自
分
の
こ
と
し
か
考
え
な
か
っ
た

が
相
手
の
こ
と
も
や
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
｡

予
防
運
動
に
健
康
講
座
等
開
設

本
年
度
総
会
で
決
め
る

総
会
は
､
5
月
2
0
旦
旦
釧
路
市
内
ぬ
き
ま
い

荘
に
お
い
て
'
全
日
約
7
0
名
(
6
4
%
)
出
席
の
も

と
に
開
催
し
た
o
:
:
!
橋
舶
聞
(
市
S
)
が
臨
席
さ

れ
祝
辞
を
戴
い
た
o

一
週
仰
前
か
ら
消
案
F
:
を
配
布
し
'
日
を
通
し

て
裁
い
て
い
る
の
で
'
特
別
な
n
問
が
無
く
議
案

通
り
承
5
･
3
さ
れ
た
｡

こ
の
総
会
に
先
き
だ
ち
'
四
月
二
十
八
日
-
二

十
九
日
阿
寒
湖
畔
に
お
い
て
幹
事
会
を
槻
催
し
た
｡

二
十
八
旦
土
)
三
時
よ
り
整
あ
議
案
小
目
B
L
n

版
2
3
円
に
及
ぶ
五
十
八
年
健
は
動
報
告
汝
耳
報

竹
H
t
五
十
九
年
唆
活
動
力
針
'
ナ
其
れ
目
に
つ
い
て
'

弛
心
に
村
議
さ
れ
た
o

昭
型
ハ
十
1
年
秋
は
'
釧
路
地
方
甘
友
会
川
立

十
閏
年
を
迎
え
る
｡
十
周
年
を
迎
え
る
に
ふ
さ
わ

し
い
甘
友
合
で
あ
る
た
め
に
は
､
ど
う
あ
る
べ
き

か
を
念
流
に
検
肘
を
行
っ
た
o

改
め
て
強
調
し
て
い
く
布
と
在
っ
た
も
の
二
'

三
紬
げ
て
兇
ま
す
と
､

l
'
会
費
は
純
然
た
ゑ
昌
運
:
:
･
]
に
の
み
便
関
す

る
｡

二
'
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
'
祈
年
人
寺
の
絶
賛
は

臼
T
U
G
組
を
似
別
と
L
t
特
別
な
収
砧
の
あ
っ

た
糊
合
は
'
各
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
行
市
に
配

分
肋
収
す
る
o

三
へ
会
費
の
納
入
は
'
l
年
分
一
括
納
入
を
伯
則

と
し
'
都
合
の
恋
い
方
は
四
半
期
短
納
入
を
e
l

低
桝
の
お
願
い
と
し
た
.



裏芸),芸
当　兵　　　長

全
甘
協
　
1
8
円
1

迫
甘
協
　
1
0
0
円
許
t
 
R
に
し
て
六
(
=
8
円

釧
官
金
　
四
〇
〇
円

四
㌧
○
他
の
市
町
村
よ
り
'
総
会
に
出
席
し
た
者

に
は
交
婆
蓋
す
る
｡

〇
三
役
会
'
幹
事
会
に
出
席
し
た
も
の
に
は
交

婆
を
支
給
す
る
｡

0
全
山
に
不
幸
が
あ
っ
て
'
合
を
代
来
し
て
お

参
り
に
行
く
者
に
つ
い
て
も
交
通
柴
を
支
給
す

る
0

確
は
'
役
山
と
し
て
一
年
間
の
労
を
温
泉
で
い

や
し
て
も
ら
っ
た
｡

二
十
九
日
は
､
健
康
保
険
法
の
改
憩
に
つ
い
て
'

含
蛙
よ
り
脱
明
が
あ
り
､
険
保
改
正
反
対
の
杭
凍

文
を
地
元
選
出
湧
出
に
出
す
辛
を
決
め
た
C
又
､

雪
止
医
棟
隻
語
淀
の
拡
大
に
つ
い
て
も
｢
は
が

き
｣
を
出
す
こ
と
と
し
た
｡

続
い
て
､
市
立
病
院
の
全
日
よ
り
出
さ
れ
た
出

開
十
一
項
目
に
つ
い
て
'
検
付
し
た
｡

1
､
腎
友
合
の
会
費
が
砧
す
ぎ
る
｡

二
'
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
'
新
年
会
に
参
加
し
た

者
に
は
会
よ
り
補
助
を
受
け
る
が
'
参
加
し
な

い
者
に
も
辻
元
で
き
な
い
か
c

l
l
r
年
架
状
の
あ
っ
せ
ん
利
益
の
使
い
労
不
透

明
で
あ
る
.
(
決
算
報
告
し
て
い
る
が
)

E
l
t
年
賀
状
の
あ
っ
せ
ん
利
誉
'
も
っ
真

に
琴
九
で
き
な
い
か
o
　
(
会
賛
塞
く
す
る
空

(
金
山
の
取
り
廿
叫
利
益
分
の
十
五
%
は
､
通
日

党
と
し
て
遭
元
し
て
い
る
)

五
'
通
院
交
響
の
支
斡
方
法
が
納
紳
い
か
を
い
｡

六
㌧
通
院
交
婆
支
給
に
降
し
五
%
の
事
湖
中
引

去
り
は
高
い
.
(
以
上
が
主
な
も
の
)

こ
の
間
越
は
t
A
K
:
代
役
以
相
互
の
重
心
の
疎

通
不
足
が
原
凶
と
思
わ
れ
る
｡

今
後
の
対
諏

l
t
役
目
白
か
ら
甘
友
合
の
必
賓
性
'
何
を
偽
力

し
て
も
ら
う
の
か
蓋
す
る
こ
と
と
し
た
〇

二
､
各
病
院
単
位
の
役
山
が
会
=
と
チ
ャ
ン
ス
を

と
ら
え
悪
の
漁
連
を
図
る
.

三
､
全
山
か
ら
の
間
違
起
に
対
し
て
は
､
聞
き

流
し
と
せ
ず
棉
意
を
持
っ
て
答
え
て
行
く
こ
と
し

と
し
た
.

役
目
改
過
に
お
い
て
も
立
候
補
者
が
無
く
､
執

行
部
1
任
と
言
う
事
で
'
祈
役
山
は
下
肥
の
通
り

決
定
し
た
｡

会

　

　

長

　

上

田

　

弘

(

林

田

)

水
沢
　
努
1
　
(
市
豊

佐
々
木
紙
雄
盲
赤
)

=
千
坂
　
要
(
林
E
B
)

近
藤
　
祥
一
(
市
立
)

″

　

　

　

橋

本

　

巌

森

田

)

会
　
　
計
　
今
井
　
伸
子
(
林
田
)

合
計
担
当
　
金
井
　
英
雄
(
市
立
)

ほ
か
に
各
病
院
よ
り
幹
事
若
干
名
､
会
計
監
査
'

驚
部
山
へ
替
協
幹
事
を
堪
出
し
た
｡

ま
た
'
五
十
九
年
度
の
浦
動
方
針
が
聯
案
通
り

承
認
さ
れ
た
が
､
そ
の
内
容
は
'

一
､
組
成
大
と
捕
動

二
㌧
広
報
晴
軌

3
全
山
相
互
の
キ
ズ
ナ
と
し
で
､
機
関
誌
｢
た

ん
ち
ょ
う
｣
　
1
ケ
月
お
き
に
発
行
す
る
.

㈲
霧
連
絡
を
必
要
の
郁
健
発
行
し
'
た
ん

ち
ょ
う
の
補
助
的
役
割
を
果
し
て
行
き
ま
す
.

三
､
財
政
括
勅

m
嘉
の
充
炎
と
含
山
の
財
政
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
'
年
賀
状
の
印
刷
あ
っ
せ
ん
を

行
い
ま
す
o

㈲
食
費
の
納
入
に
つ
い
て
､
一
年
分
1
括
納

入
を
僻
則
と
し
､
都
合
の
悪
い
方
は
四
や
期

毎
納
入
を
淑
低
眼
と
す
る
D

仙
人
垂
の
使
い
方

ィ
､
全
日
は
純
秋
…
た
る
会
の
準
:
;
に
の
み
使

用
す
る
.
主
な
も
の
は
､
総
会
坪
'
三
役

事
'
幹
事
会
'
広
馨
､
活
動
中
'
姦

焚
'
席
弔
崇
と
そ
れ
ぞ
れ
に
伴
う
交
通
巧

燕
u
餐
(
必
要
に
応
じ
食
事
代
)
に
使
用

す
る
｡

仰
　
祈
年
A
奪
レ
ク
リ
エ
ー
r
ソ
ヨ
ン
の
経
費

は
個
人
負
抱
を
僻
則
と
し
､
寄
附
及
び
特

別
収
益
の
あ
っ
た
均
合
は
そ
れ
ぞ
れ
の
行

事
に
配
分
す
る
｡

E
l
'
六
十
1
年
､
釧
町
会
創
立
十
周
年
を
迎
え
る

の
で
記
念
行
事
の
資
金
と
し
て
毎
年
十
万
円
碑

文
す
る
｡

以
上
が
今
年
度
の
活
動
目
標
で
す
o
六
月
二
十

四
日
に
は
t
 
l
つ
1
つ
の
行
事
の
進
め
方
に
つ
い

未
加
入
奇
へ
'
加
入
の
働
き
か
け

脚
　
三
役
及
び
幹
事
A
藷
動
の
消
発
化

56

蜜
農
産
の
開
催
二
般
市
址
を
対
象
に
)

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ィ
､
温
泉
の
日
帰
り

ロ
､
1
泊
旅
行

ハ
､
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

二
㌧
丑
　
山

国
会
及
び
辺
強
食
に
対
し
捕
願
稚
葡

街
鎖
で
署
名
カ
ン
パ
､
町
パ
ン
ク
促
進
芯

て
､
幹
要
を
開
き
植
付
す
る
｡

r
載
柏
が
僻

の
街
鎖
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

様
の
手
元
に
経
る
城
に
は
'
い
く
つ
か
の
行
事
も

終
り
次
の
行
富
め
て
い
る
解
だ
ろ
う
C

l
人
の
力
は
小
さ
い
が
､
多
勢
の
力
は
成
人
で

あ
る
｡
一
人
ひ
と
り
が
カ
ム
失
昔
､
‖
分
の
た
め

子
孫
の
た
め
'
社
会
の
た
め
に
頑
張
っ
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
｡

般
後
に
通
院
交
賓
を
支
給
し
午
後
三
時
三
〇

分
熊
取
終
了
し
た
D頑
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又
米
年
も
火
勢
の
奉
加
を
お
持
ち
し
て
お
り
ま

こ
の
大
会
に
脚
(
,
力
下
さ
っ
た
幹
竹
餌
税
大
変

ご
=
I
=
.
,
.
<
様
で
し
た
｡

･
-
中
指
局
･
村
木
記
-

青
空
の
下
'
打
球
に
湧
く
歓
声

1
 
2
チ
･
ム
が
熱
戦
を
展
開

去
る
6
月
l
E
E
(
口
川
口
)
'
札
槻
幣
友
合
で
は

恒
例
の
親
睦
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
ゲ
ー
ム
を
凍
ね

た
大
全
が
哨
天
下
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡

こ
の
大
会
は
苓
さ
ん
や
ス
タ
ノ
7
､
官
族
を

含
む
親
嬰
流
と
甜
砺
不
姓
の
解
消
を
某
を
H
的

と
し
碓
年
大
勢
の
参
加
話
の
も
と
に
行
な
わ
れ
て

い
る
も
の
で
す
｡

(
′
f
L
L
L
は
北
十
八
条
西
二
の
北
旋
中
と
北
十
九
条

押
二
の
帖
北
小
の
二
面
の
グ
ラ
ン
ド
を
お
併
し
'

十
二
チ
ー
ム
十
九
預
の
恐
瀬
･
紫
族
･
ス
タ
ノ

7
約
二
九
(
=
毛
が
牡
ま
り
､
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
'
ゲ

ー
ム
大
全
と
楽
し
い
一
口
を
過
し
ま
し
た
o

又
か
純
に
は
'
朋
が
持
ち
寄
っ
た
お
弁
当
を
あ

ち
こ
ち
で
ひ
ろ
げ
舛
刈
合
々
と
し
た
塀
糊
ハ
刈
が
と

て
も
印
象
深
か
っ
た
で
す
｡

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
の
方
は
昨
憲
慮
臓
の
札

幌
北
ク
リ
二
ノ
ク
が
初
戦
で
勤
塔
中
央
揃
院
に

敗
れ
る
と
い
う
施
乱
含
み
で
ス
タ
ー
ト
し
'
決
勝

に
残
っ
た
の
は
戸
沢
医
院
A
チ
ー
ム
と
仁
発
会
と

北
三
亮
科
の
脱
戒
チ
ー
ム
で
'
バ
ワ
～
の
嘩
o

‥
〃
粥
が
や
や
嫁
れ
の
み
え
る
削
減
チ
ー
ム
を
七
対

二
で
し
り
ぞ
け
'
比
布
栄
冠
を
手
に
し
た
｡

佃
鵬
位
は
次
の
通
り
で
す
｡

⑳
僚
臓
=
戸
沢
医
院
A
チ
ー
ム
◎
碑
倖
晒
=
仁
愛

含
外
科
ク
リ
二
ノ
ク
･
北
3
条
内
村
ク
リ
ニ
ノ
ク

(
配
収
)
◎
三
代
=
市
井
札
幌
碗
院
･
北
成
碗
院

(
舶
埜
@
川
聖
二
化
=
勤
供
鳩
山
女
賊
院

又
'
ゲ
ー
ム
大
会
の
お
た
ま
リ
レ
ー
で
は
､
ソ

フ
ト
ホ
ー
ル
に
は
奉
加
3
日
的
来
な
か
っ
た
光
岨
泌
城

小
樽
後
志
地
方
腎
友
会

着
実
な
組
織
作
り
へ

近
い
将
来
､
機
関
紙
発
行
も

小
環
志
地
方
官
吏
在
中
常
を
主
体
に
後

志
地
区
の
婁
約
一
四
〇
名
の
う
ち
約
八
〇
名
の

金
目
を
も
っ
て
嘩
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
｡

解
務
局
は
'
う
の
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
内
に
置
き
'

代
炎
津
田
帯
即
の
外
に
若
干
の
役
目
を
中
心
に
描

動
を
続
け
て
お
り
ま
す
｡

私
ど
も
地
位
の
透
析
施
段
は
小
村
市
に
市
立
小

梅
琴
l
瑞
院
'
う
の
外
科
ク
リ
ニ
ノ
ク
'
朝
盟
械

院
'
北
生
縞
院
と
四
カ
所
が
余
市
町
に
田
中
医
院
'

計
五
カ
所
で
し
た
が
過
日
倶
知
安
町
に
爪
知
安
悌

生
鵬
院
が
待
望
の
開
誰
を
兇
ま
し
た
の
で
坐
ハ
カ

所
と
な
り
ま
し
た
o
梓
に
岬
生
碗
院
の
開
設
の
影

響
は
大
き
く
冬
期
間
幸
平
地
帯
で
著
名
な
当
該
地

区
の
通
院
者
に
と
っ
て
本
当
に
怒
嘗
と
な
り
ま
し

た
し
今
後
も
此
の
梯
姦
白
地
域
の
施
設
の
j
l
l
ふ

な
光
英
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
o

只
今
の
と
こ
ろ
全
日
の
増
加
率
は
五
七
%
と
な

っ
て
お
り
ま
す
が
'
こ
れ
は
患
者
や
亜
症
者
も

多
く
'
そ
の
上
関
心
の
低
い
施
設
な
ど
も
あ
っ
て

加
入
率
が
琴
＼
な
っ
て
い
る
と
想
わ
れ
ま
す
o
患

者
運
動
の
妥
性
を
P
R
し
て
加
入
率
向
上
へ
1

段
と
弔
力
し
な
け
れ
ば
o
J
b
な
い
と
栖
感
す
る
次

節
で
あ
り
ま
す
o

尖
石
油
笛
偽
へ
の
加
入
は
'
昭
和
五
七
年
七
月

に
う
の
外
科
ク
リ
二
ノ
ク
の
薯
か
ら
の
要
望
で

粥
腎
協
蝕
プ
ロ
ン
グ
の
1
部
と
し
て
1
四
名
が

加
入
し
た
の
が
始
ま
り
で
'
そ
の
窪
次
加
入
者

が
糊
如
し
昭
和
五
十
五
年
四
月
に
市
立
小
哲
郎
二

揃
院
の
愈
話
合
が
設
立
さ
れ
る
と
同
時
に
二
十
二

名
の
参
加
が
あ
り
よ
う
や
く
小
村
肋
芳
プ
ロ
ノ
ク

の
轟
が
出
来
あ
が
り
ま
し
た
｡
こ
の
機
会
に
札

幌
プ
ロ
ノ
ク
か
ら
独
立
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
意

見
も
あ
り
胴
葡
五
六
年
E
l
月
に
分
離
し
名
顎
と
も

に
小
樽
絶
塵
の
甘
友
人
魚
織
が
出
来
あ
が
っ

た
も
の
で
あ
り
ま
す
o
そ
の
間
札
椀
プ
ロ
ソ
ク
の

一
日
と
し
て
参
加
し
て
い
た
関
係
も
あ
り
'
柏
に



ご存知でしたか?-ワン･ポイント知識-

鼓膜の移植と耳の銀行(EAR BANK)

㊥耳の上にある筋肉の膜を鼓膜に

J技膜を作る手術は30年も前から行なわれてい

るので新しいものではありません｡現在､一般

にはmll反日筋という耳の上にある筋肉の順を移植

して鼓膜を作っています｡しかし､この筋肉の

●二り㌦JLI一二..::.I"I: :;..Ll. ∴干:.Jt

本当の鼓膜の組織と入れ変わってゆくのです｡

現在､筋腫の移植技術が進んで手術成練も向

上してきましたが､ときには術後の鼓膜が移動

することもありますo

㊨代用耳小骨の移植も･…‥

音を伝えるのは鼓膜だけでなく,耳小月･とい　は

いう鼓膜についている骨を仲介して内耳に音が

伝わってゆくのです｡鼓膜と耳小骨の結合状態

は大変微妙にできているので､音が有効に内耳　大

に波及してゆくわけですo

中耳炎では鼓膜だけでなく耳小骨も触解して

しまうことがありますが､この場合は鼓膜を作

るとともに代用耳小冊を移植して聴力の改善を

はかりますo Lかし.筋肉の膜は軟らかいので､

本来の5校順の形のように移植したとしても､手

●･ ､- ∴､ -r･こ."∴;, ､いIt小.+/:.
の改井が柑られない｡ことがありますo

@敢膿の保存､供給にEAR BANK

このような欠点を補う目的で死亡した人の鼓

膜を取り出し､無菌的に保存して､必要に応じ

て息=古に移植することが欧米では行なわれてい

ますo　この際､鼓膜だけでなく耳小骨も一緒に

つけたままのものが多く用いられ､形のよい､

また､よく音を伝える鼓膜を作り出すことがで

きるようになりました｡保存した鼓膜や耳小骨

には拒絶作用はなく､息者自身の組地と入れ変

わってゆきます｡

このような手術に役立たせる目的で鼓膜を保

存し､供給している施,没をEAR BANKといい

ますo El本では粒近､ライオンズクラブの協力

のもとに兵席医科大学の耳の銀行EAR BANK

ができましたo

どこの国でも同じですが､耳を提供してくれ

る人が少なくて囲っていますo　兼志官がおいで

になっても生きた人の王鼓膜を無事に取り出すこ

とは不可能なのです｡これからは死後､自分の

耳を提供するようにEAR BANJ(に誉貞操して､

世のため､人のためにつくす心耕えの方が多く

出ることと思いますo

組
織
だ
っ
た
も
の
も
な
く
拙
筆
す
べ
き
活
動
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
苦
よ
り
苛
泊
の
賢
弟

搬
市
名
や
募
金
な
ど
に
は
雑
種
的
に
協
力
し
て
ま

い
り
ま
し
た
｡

そ
の
後
組
織
が
充
実
す
る
に
従
い
薯
同
志
の

旅
行
会
や
レ
ク
リ
エ
ー
･
ソ
ヨ
ン
な
ど
も
企
画
さ
れ
'

さ
ら
に
施
段
確
月
と
の
入
局
で
地
嬰
や
レ
ク
リ

エ
-
･
ン
ヨ
ン
に
も
参
加
す
る
な
ど
嘉
の
高
槻
と

組
織
の
強
化
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
｡

毎
年
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
碁
鋲
者
拡
天
全

国
続
言
ヤ
ン
ペ
ー
･
J
に
は
昭
和
五
七
年
以
来
続

け
て
参
加
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
'
当
籾
は
色
々

と
札
間
に
史
臼
い
戸
感
い
ま
し
た
が
年
違
う
毎

に
内
容
も
充
実
し
協
力
者
も
増
え
る
を
ど
そ
の
成

果
は
向
上
し
て
お
り
ま
す
｡
地
適
を
者
で
も
横

様
的
に
参
加
し
夷
行
す
る
こ
と
が
如
何
に
大
切
で

あ
る
か
が
肌
で
感
ぜ
ら
れ
た
次
筋
で
あ
り
ま
す
o

今
後
も
1
僻
内
容
の
充
文
を
は
か
り
マ
ス
コ
ミ

の
利
用
.
行
政
へ
の
働
き
掛
け
と
政
治
宮
､
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
な
ど
公
共
団
体
へ
の
署
縄
や

広
く
市
民
へ
p
R
す
る
を
ど
一
歩
一
歩
成
果
轟

み
あ
げ
て
い
き
た
い
と
悶
号
の
で
あ
り
ま
す
｡

こ
れ
か
ら
は
食
山
の
拡
大
'
譜
免
租
喝
つ
く

り
に
遇
過
し
'
会
報
の
発
行
や
琴
レ
ク
リ

エ
-
,
ン
ヨ
ン
苛
の
企
画
実
行
に
勉
め
人
l
q
相
互
の

親
睦
を
深
め
て
ゆ
き
た
い
と
希
望
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
｡

小
柑
後
志
地
力
甘
友
食

代
衷
　
沖
田
　
粛
郎



新
聞
の
切
り
抜
き
か
ら

腎
膿
移
植
夫
婦
に
子
宝

ス
ク
ス
ク
育
つ
-
世
界
初

腎
移
稗
を
受
け
た
舟
著
同
士
の
大
柳
の
間
に
健

味
な
赤
ち
ゃ
ん
が
践
生
｡
す
こ
や
か
に
育
っ
て
い

る
ご
と
が
三
日
明
ら
か
に
な
っ
た
.
移
植
を
受
け

た
母
親
が
赤
ち
ゃ
ん
を
生
ん
だ
例
は
脚
内
で
も
十

九
例
あ
る
が
'
両
親
と
も
腎
移
柄
省
と
い
う
の
は

世
界
で
繋
椀
が
な
く
'
初
め
て
と
み
ら
れ
る
｡

時
津
を
乗
り
越
え
て
池
生
し
た
新
し
い
生
命
は
'

六
カ
月
目
に
入
っ
た
現
疎
体
の
異
常
も
認
め
ら

れ
す
'
元
ハ
列
な
泣
き
声
が
両
親
の
笑
み
を
さ
そ
っ

て
い
る
o

こ
の
赤
ち
ゃ
ん
は
'
苫
小
牧
市
に
住
む
A
産
山

A
さ
ん
(
三
三
)
の
長
女
o
 
A
さ
ん
は
昭
葡
四
十

五
年
に
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
症
候
群
患
い
'
五
十
l
年

に
透
析
に
移
行
'
五
i
l
革
に
は
兄
か
ら
腎
臓
を

も
ら
い
焚
け
て
北
大
揃
院
で
移
植
し
た
｡

秦
B
子
さ
ん
(
二
七
)
は
､
町
炎
で
四
十
九
年

に
退
析
開
始
'
五
十
1
年
に
父
の
甘
虎
を
刷
じ
北

大
病
院
で
移
植
､
同
病
院
で
は
十
五
菅
と
十
六

番
目
の
移
植
吸
着
と
な
っ
た
o

二
人
と
も
経
過
は
良
好
で
術
後
の
通
院
の
過
程

で
知
り
合
い
'
結
婚
に
ゴ
ー
ル
イ
ン
し
た
o

こ
の
二
人
が
妊
娠
に
範
つ
い
た
の
は
昨
年
初
め
o

二
人
と
も
免
梗
抑
制
剤
な
ど
二
種
類
の
燕
を
瀦
用

し
て
い
る
た
め
､
泊
棟
に
当
っ
て
い
た
北
大
拭
院

泌
媒
器
科
と
摩
村
人
科
で
は
'
母
体
が
妊
娠
'
出

産
に
耐
え
ら
れ
る
か
'
子
供
に
影
響
が
出
な
い
か

な
ど
を
検
討
'
大
丈
夫
と
の
結
論
畠
L
t
チ
ュ

ノ
ク
し
な
が
ら
似
虫
に
対
処
'
昨
年
九
月
十
五
日

に
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
帝
王
切
開
で
無
事
出
席
し
た
o

出
産
時
の
赤
ち
ゃ
ん
は
身
長
四
十
九
.
.
V
体
重
1

千
九
百
四
十
甥
だ
っ
た
｡

赤
ち
ゃ
ん
は
柄
箪
ら
し
い
捕
気
も
せ
ず
傾
潮
に

成
長
'
人
手
は
体
重
七
㌔
に
も
を
っ
て
ハ
イ
ハ
イ

を
し
出
し
'
離
乳
食
も
モ
リ
モ
リ
食
べ
て
元
気
い

っ
ぱ
い
o
動
く
オ
モ
チ
ャ
が
大
好
き
で
'
"
お
て
ん

ば
"
ぶ
り
を
発
揮
し
て
い
る
｡

ま
た
二
人
の
吉
昭
医
で
あ
る
平
野
哲
夫
先
生
は
､

｢
二
人
と
も
移
抽
後
の
拒
否
反
応
が
な
く
'
兼
の

卓
も
少
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
､
子
供
を
生
む
条
件

が
そ
ろ
っ
て
い
た
こ
と
が
幸
い
し
た
｡
人
工
退
折

で
は
出
産
例
が
少
を
く
'
出
産
し
て
も
未
熟
児
が

●

生
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
'
移
嘩
出
産
が
'

こ
れ
か
ら
は
望
ま
し
い
形
と
孝
そ
ら
れ
る
｣
と
詣

し

て

い

る

｡

　

　

　

(

三

月

四

日

串

兆

新

聞

)

国
立
野
セ
ン
タ
ー
の
実
現
要
望

全
回
腎
炎
･
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
児
を
守
る
会
(
脇
坂

千
鶴
子
会
丑
千
六
百
人
)
の
第
十
三
回
全
凶
大

会
素
魚
'
朝
日
新
聞
大
阪
伴
生
文
化
兎
重
雄

な
ど
後
接
)
が
十
二
日
'
奈
良
市
の
県
文
化
人
轟

で
開
か
れ
た
o
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
児
の
親
の
全
日
ら
二

百
五
十
人
が
参
加
し
'
腎
(
じ
ん
)
疾
患
の
予
防
'

検
査
'
弟
を
1
才
し
て
行
う
閲
立
腎
セ
ン
タ
～

の
早
期
実
現
や
腎
炎
･
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
の
専
門
医
師

の
凍
成
'
通
院
馨
の
公
費
負
担
'
小
児
科
の

入
院
施
設
の
あ
る
碗
院
へ
の
院
内
学
級
泊
置
瀬
務

化
l
甘
と
を
政
船
に
求
め
る
決
派
を
し
た
o

妄
月
十
三
日
　
朝
日
新
聞
)

膿
器
移
植
基
金
に
続
々
カ
ン
パ

寒
林
女
ネ
底
大
じ
ん
臓
柄
総
入
鹿
蝶
セ
ン
タ
-

所
長
の
太
田
和
夫
教
授
(
五
二
)
が
私
財
を
な
げ

う
っ
て
昨
秋
設
立
し
た
臓
器
移
植
基
金
に
､
続
々

カ
ン
パ
が
寄
せ
ら
れ
､
つ
い
に
三
千
万
円
を
突
破
｡

太
田
教
授
が
H
本
で
籾
の
じ
ん
C
T
L
移
植
手
術
を

手
が
け
た
の
が
二
十
年
約
0
欧
米
の
臓
器
移
植
は

す
で
に
肝
臓
や
す
い
硯
ま
で
進
ん
で
い
る
が
'
わ

が
国
で
は
卒
父
上
じ
ん
脹
だ
け
o

死
体
じ
ん
の
移
植
を
'
先
細
に
立
っ
て
姦
し

続
け
て
き
た
太
田
教
授
だ
が
'
遠
方
の
捕
院
ま
で

も
ら
い
空
け
に
行
く
費
用
'
将
発
パ
ン
フ
レ
ノ
ト

の
印
刷
代
'
松
伏
省
の
甘
族
へ
の
再
挙
･
･
ボ
ケ

ノ
ト
マ
ネ
I
は
す
く
朕
を
つ
い
た
｡

｢
李
良
書
を
｣
と
､
自
ら
印
税
'
仰
相
料

な
ど
一
千
万
円
を
｡

｢
血
書
さ
ん
向
け
に
杏
い
た
本
が
よ
く
光
れ
ま

し
て
｡
印
税
は
琴
冗
し
を
け
れ
ば
c
J
教
え
子
や
知

人
ら
か
ら
も
尊
意
が
描
き
'
基
金
は
1
1
倍
に
膨
ら

ん
だ
｡｢

わ
が
国
で
は
現
在
'
五
万
人
を
超
す
人
が
一

日
お
き
に
透
析
を
受
け
て
い
る
が
二
回
の
兼
用

は
五
万
円
D
し
か
も
'
こ
れ
は
対
砧
横
法
に
す
ぎ

な
い
｡
欧
米
並
み
に
移
管
盛
め
る
べ
き
で
す
｣

と
脱
く
0
　
｢
特
に
子
供
は
身
体
の
成
長
が
阻
害
さ

れ
'
学
校
に
も
渦
足
に
適
え
な
い
o
何
と
か
元
通

り
に
し
て
あ
げ
た
い
'
そ
う
思
い
ま
せ
ん
か
｣

基
金
で
解
く
'
楽
府
ア
ジ
ア
の
医
師
や
研
究
者

を
日
本
に
招
く
O
　
｢
金
の
か
か
る
通
折
は
'
ア
ジ

ア
の
国
々
で
は
ひ
と
掘
り
の
金
持
ち
が
焚
け
て
い

る
だ
け
o
じ
ん
臓
移
植
を
ど
う
進
め
た
ら
い
い
の

か
､
ア
ジ
ア
全
体
の
関
越
と
し
て
孝
え
た
い
｣

基
金
の
連
絡
先
は
芋
斬
新
栖
区
市
谷
河
田
町

1
0
'
寒
林
女
子
医
大
内
'
太
田
和
夫
赦
授
(
〇

三
-
三
至
-
七
八
二
七
)
.
将
来
は
心
昧
'
肝
嘩

す
い
膿
を
も
含
め
た
全
凶
的
な
鳩
器
移
植
財
凹
へ

発
旭
さ
せ
た
い
と
'
あ
え
て
r
し
ん
硯
墨
と

は
し
そ
か
っ
た
｡

｢
鳩
器
の
接
供
は
'
愛
の
心
を
持
っ
た
人
側
の

な
し
得
る
擬
大
の
贈
り
物
で
す
｣
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六
､
具
体
的
に
献
立
に
し
て
み
ま
し
た

L
,
由
に
分
け
て
透
析
食
に
つ
い
て
お
胎
L
L
ま

し
た
が
'
今
回
か
ら
は
､
具
体
的
に
献
立
に
し
て

み
ま
し
た
｡
材
料
や
献
立
の
内
容
に
季
節
感
を
盛

り
こ
ん
だ
メ
ニ
ュ
ー
を
工
夫
し
ま
す
の
で
'
七
ノ

ト
に
し
て
'
食
卓
克
郎
っ
て
下
さ
い
.

フ
ル
ー
ツ
白
玉
の
作
り
方

の
粉
あ
め
と
水
を
餅
で
燕
と
か
し
て
シ
ロ
ッ
プ
を

作
り
'
さ
ま
し
て
お
く
｡

食
白
玉
粉
に
分
土
の
水
を
入
れ
耳
た
ぶ
ぐ
ら
い
の

や
わ
さ
に
L
t
沸
と
う
し
た
鍋
の
中
へ
､
お
だ
ん

ご
の
形
に
し
て
入
れ
る
｡
素
面
の
浮
い
て
い
る
の

が
煎
え
た
も
の
で
'
こ
れ
を
水
に
と
る
｡

念
り
ん
ご
は
'
L
J
,
m
に
切
る
｡
い
ち
ご
は
､
へ
た

を
と
る
0
み
か
ん
の
缶
づ
め
を
あ
け
る
D

⑥
魯
魚
に
入
れ
'
食
を
色
ど
り
よ
く
か
ざ
り
'

管
か
け
る
｡

そ
う
め
ん
の
作
り
方

の
鬼
布
と
か
つ
お
ぶ
し
で
1
番
だ
し
汁
を
作
る
｡

み
り
ん
と
正
油
を
入
れ
少
し
兼
立
て
て
'
冷
や
し

て
お
く
.

念
干
椎
茸
は
水
で
も
ど
し
'
せ
ん
切
り
し
て
'
正

油
と
み
り
ん
で
兼
て
'
さ
ま
し
て
お
く
D

③
玉
子
に
砂
糖
と
耳
か
き
程
度
の
片
栗
粉
を
入
れ
､

と
き
ほ
ぐ
し
､
滞
焼
玉
子
を
作
る
｡
長
い
錦
糸
玉

子
に
し
た
い
の
で
､
棒
状
に
巻
い
て
せ
ん
切
り
す

る
｡

@
さ
や
え
ん
ど
う
は
､
す
じ
を
と
り
ゆ
で
る
C

&
毒
わ
さ
び
を
ね
る

⑥
技
ネ
ギ
を
'
小
口
切
(
輪
切
)
す
る
0

6
9
撫
撃
つ
ど
ん
は
7
0
g
を
､
た
っ
ぷ
り
の
水
で
ゆ

で
る
｡
ゆ
で
あ
が
っ
た
ら
､
水
に
と
り
(
2
-
3

回
)
ぬ
め
り
を
と
る
た
め
手
で
も
み
洗
い
す
る
｡

⑧
器
に
'
6
9
を
入
れ
水
を
入
れ
'
軍
学
@
を

か
ぎ
り
'
氷
を
浮
か
す
｡

身
の
に
､
好
み
で
@
･
⑥
を
入
れ
る
0

※
一
手
だ
し
の
と
り
方

1
番
だ
し
脚
比
作
る
に
は
'
コ
ン
プ
相
川
ぐ
ら

い
の
も
の
と
カ
ツ
オ
節
1
 
0
g
を
用
意
す
る
｡

の
コ
ン
プ
の
よ
ど
れ
d
か
た
く
し
ぼ
っ
た
ふ
き

れ
る
｡

6
肋
に
4
カ
ッ
プ
(
抑
g
)
の
水
を
入
れ
そ
の
中

に
管
入
れ
'
煎
立
つ
寸
前
に
コ
ン
プ
を
引
き
上

げ
る
と
す
ぐ
カ
ツ
オ
節
を
入
れ
'
沸
と
う
し
た
ら

火
を
と
め
､
布
で
こ
す
｡

(
延
山
会
北
伐
稲
院
栄
楚
竺
　
寮
日
子
)

本
会
に
香
典
返
し
寄
附

吉
例
相
手
機
去
年
F
q
十
八
才
)
に
は
､
昭
和

四
十
六
空
ハ
月
よ
り
碓
井
医
院
の
蓑
l
n
:
I
と

し
て
透
析
捌
･
P
E
中
の
と
こ
ろ
'
昨
年
葛
J
ろ
よ
り

人
件
症
に
よ
る
晒
捕
捉
お
よ
び
田
漁
解
を
併
発
し

小
村
糾
盟
棋
院
に
て
手
術
油
蝉
由
去
る
五
月
二
十

九
日
死
亡
さ
れ
ま
し
た
｡

掘
し
ん
で
御
霊
に
対
し
御
轟
の
啓
を
表
し
ま

す
.
尚
'
炎
上
重
日
岡
光
=
=
様
よ
り
迫
群
脱
瑞
箕

会
に
対
し
碓
井
院
長
先
生
を
通
じ
て
l
食
わ
粥
円

也
の
卿
等
卿
が
こ
ぎ
い
ま
し
た
o

改
め
て
爵
中
上
ま
す
と
も
に
'
息
芙
あ
竹

ん
で
ふ
i
o
は
さ
み
で
故
カ
所
切
れ
め
を
人

様
へ
御
通
知
巾
上
ま
す
｡

●

崩

煮

魚

▼
健
保
改
葉
の
国
合
評
油
は
､
首
相
が
サ
ミ
ノ

ト
か
ら
帰
国
し
て
'
与
野
党
の
指
し
合
い
が
つ
き

愈
々
'
正
念
蛸
壷
え
た
｡

▼
昨
年
八
月
改
悪
案
が
発
表
さ
れ
て
か
ら
一
年
'

反
対
運
動
と
取
り
組
ん
で
き
た
が
'
な
ん
と
し
て

も
廃
案
'
継
続
ま
に
持
ち
込
む
た
め
'
全
山
l

人
一
人
の
反
対
の
ハ
ガ
キ
を
出
し
て
ほ
し
い
｡

▼
首
相
は
±
月
の
総
裁
選
の
た
め
に
は
健
保
を

通
さ
な
け
れ
ば
と
意
気
込
ん
で
い
る
.
1
人
の
総

理
の
保
身
の
た
め
'
二
百
万
人
の
牌
年
番
'
脳
腫

忍
者
が
繊
牲
に
さ
れ
て
は
さ
等
b
な
い
o

▼
愈
々
待
望
の
甘
パ
ン
ク
が
ス
タ
ー
ト
し
た
o
な

ん
と
し
て
も
船
併
壷
錨
署
が
捕
え
て
く
れ
る
串

が
1
番
の
搬
い
Q
我
々
も
呼
び
か
け
て
理
解
と
協

力
を
柑
た
い
o

▼
そ
の
1
つ
と
し
て
､
全
道
1
周
の
キ
ャ
ラ
バ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
計
画
D
な
ん
と
し
て
も
､
全
迫

の
患
者
合
い
の
協
力
で
成
功
さ
せ
た
い
.

▼
今
年
の
春
の
訪
れ
が
遅
く
'
桜
の
開
花
も
二
逸

聞
遅
れ
｡
作
栃
も
心
配
さ
れ
た
が
'
そ
の
後
塀
凋

な
天
気
で
遅
れ
を
取
り
戻
し
た
と
か
o

▼
増
内
の
紫
翁
も
戻
り
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
｡
ボ
ー

ナ
ス
も
昨
年
よ
り
ア
ノ
ブ
し
た
さ
つ
だ
L
t
デ
パ

ー
ト
の
売
り
上
げ
も
上
向
き
と
か
｡

▼
こ
の
夏
は
大
い
に
戸
外
に
出
て
､
太
隙
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
吸
収
し
'
オ
ゾ
ン
を
1
ぱ
い
す
っ
て
'
体

力
を
革
え
よ
う
.
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道腎協加盟ブロヽジク名簿一覧
昭和59年６月3肝I現在

j-

ブロフツ

地区Ｚ

　Z，　　弥

代表社、･μ務局長
事務j･4住所 屯　　話 会口数 施設数

札幌

札幌腎臓病患者友の会

　　　庄i･J勝利

　　　村本徳惟

〒001札幌市北区北18ゑ西2 1'目

　　　　　北クリニノク内
oii-7-ii-ir.7a ･172

札幌11i 34

広島町　】

小樽

小樽後志地方腎友会

　　津III嘉郎

　　飯田興治

〒0'17小樽市住吉町７酢５り

　　　　　　うの外科クリニノク内
fll34-33-fi58(i 77

小樽巾　４

余巾･町　ｌ

倶知安町　１

旭　川

旭川地方腎友会

　　　松山近義

　　　川添健一一

旭川市
190
旭川市　7

1パいlf　】

Ｗ

●

稚内

稚内地方腎友会

　　　乙竹隆　Ｌ

　　　乙竹隆　ヒ

〒097限内服中央４日出盾６齢

　　　　　　服刎り院透析室内
I)l62'2fi-21in 23 稚内市　１

留　萌

留萌地方水無人腎友会

　　　　jf嶋定　－

　　　　寺鴫定　・

〒077留萌市μ町1 ]'ll

　　　　　　　市立総合病院透析室内

Olfi.i･1-2-1500

　　(内360)
36 留萌市　Ｉ

道　南

道南腎臓病患者連絡協議

会　石原　モ火

　　　釣を卓郎

〒042函館市深堀町36-9

　　　　　　渡辺泌Ｗ器Fﾄ医院内
o】38一r)5-ii8r. 120

函館市　６

八雲町　１

苫小牧

苫小牧つくし会

　　　増田康彦

　　　広岡連火

苫小牧市
75
苫小牧市　５

浦河町　Ｉ

室蘭

室蘭地方腎友会

　　佐藤利国

　　佐藤　り，

〒050室蘭,1凍町円'目5ffrif5;;-

　　　　　　㈱赤塚モーター商会
0M3-45-8891 80

室蘭i

in m r

虻1111

３

１

１

帯　広

十勝地方腎友会

　　　仙哺健爾

　　　な11葎健爾

〒088帯広市束４ゑ南2祠'目13

　　　　　ビデオ升一ビスセンｙ一内
O155-2･卜388r) 55

帯広市　５

新得町　ｌ

釧　路

釧路地方腎友会

　　　|;田　　弘

　　　ltl･坂　　嬰

〒085釧路市新富町1-7

　　　　　　林田クリニック内
ni5.ト2.1-7173 110

釦目い

根室i

j'川り

１’５

ｉ　ｌ

ｒ　ｌ

北　兄

北見地方腎騰病患者連絡

会　川nl健次

　　　　翁野医大

〒090北兄巾５条西１丁目

　　　　　　　石田医院透析室内
ni57-2-i-972ri 83

北兄巾　2

1派別町　１

中空知 末結成

滝川市　２

赤･いli　l

南空知

V'兄沢I

･･.戈l
y:唄「
夕張，

２
１
１
１

道腎協
岩　崎　　　薫

中　村　f,1　夫

iO印札幌市中央区南７刺叫８丁目

　　　　　　岩本薬局２Ｆ
01】-512-1(515 1,321

全腎協
前　日|　こう-･

小　林　孟　ﾘj

〒161 4〔京都新宿区下落合3-iri-i!)

　　　　　　田沼ビル
n:i-952-5340 ■13.(Kin

－30－



アリコの　｢OK保験｣鮒者紛保険

過去の病気や事故が原因で､

保険をあきらめてはいらっしゃいませんか｡

あなたのために生まれた保険です｡

●4臓で保険釦DD万円にご奥約の場合(55歳払済み)　●給付内容

●罷職欝,Co,Tgh｡
①保掛11枚稚′l:_の伯襖がT.,r.卜等の卿11で､従来の

保険にごjR的できない方のための保険です｡
榊副川の),で一般の′L 'p.7付随1:汚射ri捌けごJjZtr)できるJJは､このlli

阪E:はごJRi')できませ/L⊃

②既往砧がある場合でも､
ほとんどの方がこjR-約になれます｡
ILL L6カH Lll勺(:7私人院.泊轍などのご暮t琳0)ある方は､ごJM)L二TIItない

鳩介がありますD

③ニ契約(:際して､ 【大師による冶矧よありませんo
筒中TJT. 'EH二よりごJA約になLtます｡

④どんな職文の方でもこIR一約になれます｡

⑤保険料は15年FZE.Jの短期払い｡
しかも1即糾よ-′I:.約束されます｡
このほれJE籾払いもあります｡

())小史の,l梢がしわ椎のTl..Mでその仰のLl bLL,lHnII LmL:q-亡きhIJ姑でナ･紙

はu､一｣は娃柄で托亡さIll.域でナJ()OJJIZJ如J二とLl i ,Lます(,

(C,柄1tで牝亡さItTー叫で1.

作目-L鵠払込1'im川1 E.細　　　　川lJ-1仰JJllHTIL抜か)I-0㌔)

2句I LtiOJ)llJ (1娘陥う､U720クD)

納E卜120JJILHt装陣うーの川Oo)
盟-m I,l仲川､いLHo

C.2牛日かL,lq lほでで牧払込付随IけhJl抑七割llり壬,L Jr;(.W乱れLm

陣書川1 L湖をおよLrJ Lます｡

●保換料
･),:.lot,l川山,)です｡似込糾問はlr,fF rW(十日liPT知00JJlZlの1韻ITです｡

●キャッシュバリュー(解約返戻金)

oKl米随は1<かこわたるご'm)1:なけ｢が辻ITlでiバ▲めE:なら城IT､キヤルユ

Jfリュー(l柁∫仏f大竹i,),上山LlすE,

f_とぇEf )oEHlE:九やめ(:7.った1斗lHn(.10OIIJか,土山LますC

●ご契約内容
ri托Jiゝの榊汎波蝕iiE州稚いませ/し｡

礼.刑策随　延1(1杜絶への4:むはできません｡

7'｢約は付知できません｡

●お払込期間およびご契約年齢
15EI瓜し. 6歳-75IS

乍卿払い　r'丘-60嵐

●最高保険金額
6 -60荘300JJH　6卜7()歳?00JJFll

●保険料(例)総絶食l00))L]H:つき･Jl山･L)1 ●

世界を安心でネットする生命保険会社

^hEt) a'?,言親拡⊇
〒060札幌市中央区南1粂東2丁目大通バスセンタービル2 ,7儲℡(011)222~3271

@_当日下部･,ト村

ぉ問合せ>北i毎遥腎臓病患者連絡協議会　事務局



=ユD喜h"=ライニ/フィJL,クー
透析治瀬において院内感染を防ぐために･b事なものです｡

了侶付目TI 1

●　カスヲイ'7:I.レクTW'つけるのか顎ま呈､n:･Fv山

間に昌1億】

②勤､静脈回路中のエア一トラ､i/プの血液

レヘル調整ライ:ノに呂1個

③透析終了後､血液回収のための空気送り
こみ時に1個

院内感染の完全な防止の

ために､ 1回の使用こと

に交換していただくのか

理想的です｡

=コーD

mライニタフ十JL,クー

/Tli:フフーサイズ0 2ミワ[コンの疎水性

頃を使っていますので細菌…頃は全て

除去できます｡

信頼される医療器

本社　大阪市大淀区暮l鯨3TEl3書13号〒531
T E L (06)373-3155qt)

+I+新札■ I投扱3]鶏もWJi=A LJJ丹ノeT刈芋I宇瓜冒史罷El■ I涙は石J和名E5g金ie原毛大森奈良和歌LIJ耕5 rELLHiJ社ILLJh島松だ山温習北TL州長持咋本JE児も
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